
この世界の片隅に
RCC 開局 65 年記念上映会
江田島公民館で来場者１万人達成！
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150
周
年

１９２３（大正12）年、紫水は楽
らくろう

浪
漆
し っ き

器に出会います。
古墳から出土した漆器は、２千年も

の間、地中にありながら光沢を失って
おらず、模様や技法において漆芸の頂
点を極めていたというのです。

紫水は、この楽浪漆器の技法や使わ
れた道具などを、20年かけて研究し、
その後の作品に応用し、作品の幅を広
げていきました。

アルマイトとは、航空機や自
動車などに多く使われる、軽く
て加工が簡単な金属で、木と異
なり海外の気候の影響を受けず、
割れや変形しにくいうえに漆と
の相性が良かったのです。

紫水は、この新素材とも言え
るアルマイトを応用した作品も
多く残しています。
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新素材アルマイトと日本古来の漆

紫水は、１９２２（大正11）年から１９２４（大正13）年にかけて、国宝の
模写を作成しています。なぜ紫水は国宝を模写したのでしょうか。

紫水の模写は、ただ外見
をそっくり真似るのではな
く、その作品が作られた時
代がどのような時代だった
のか、また使われた材料や
道具はどんなものだったの
か、そして作者がどんな思
いで作ったのかなどを考え、
それらを忠実に再現するこ
とによって、技法や創作精
神を作品から学んだのです。

‘国宝の模
も

写
しゃ

’その歴史的、科学的考察と研究

楽
らくろう

浪古
こ ふ ん

墳発掘品調査

◆その他にも貴重な作品を展示します。ぜひご来場ください。

線のすさび麒
きりんもんこうぼん

麟文香盆（麒麟之図丸盆）
六角紫水　１９２６年　広島県立美術館蔵

松
まつくいづるまきえこからびつ

喰鶴蒔絵小唐櫃（対）写
うつし

六角紫水 １９２２年 広島県立美術館蔵

日
にっしせんきょうのずがくめん

支戦況之図額面　六角紫水
１９４０年　広島県立美術館蔵



　
漆し

つ

芸げ
い

家か

　
六ろ

っ

　
角か

く

　
紫し

　
水す

い

（問）
生涯学習課
☎（40）3037

渡米　世界から漆
うるし

を見つめる
　「世界で一番優れた塗

と りょう

料は何か」
　１９０４（明治37）年２月10日、日露戦争が始まったこの日、紫水は、研究と自身
の進むべき道を探るため、海外留学へ旅立ちます。
　ニューヨークでの滞在の後、岡

おかくら

倉天
てんしん

心がいるボストンへ渡ります。
　当時、ボストン美術館には、日本画、蒔

ま き え

絵類、工芸品、浮
う き よ え

世絵など、海外に流出し
た日本の美術品が多くありましたが、その多くは未整理のままでした。
　そこで、その美術品の整理に天心が携わる中、紫水は、漆工芸の整理と修理を任さ
れることとなります。
　その後、紫水は、イギリス、フランス、ドイツ、ロシア、清

しんこく

国と世界をめぐり、海
外の塗料についても研究を重ねていきました。
　そして、漆こそが日本が世界に誇る塗料と確信した紫水は、帰国後、その優秀さを証
明するために、万年筆から鉄道車両、東京駅まであらゆる場面で漆を用いていきました。
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今月は、特別展で展示される作品の一部をもとに、紫水と作品について紹介します。

江田島市ふるさと再発見事業

生誕150周年記念 六角紫水展 
会期　11月23日㈷～12月３日㈰　午前９時～午後5時（会期中は無休）
場所　大柿地区歴史資料館・江田島市灘尾記念文庫
　　　（大柿町大原1068-6）

◆　記念講座開催！ ◆
日時　11月23日㈷ 午前11時～

場所　大柿老人福祉センター２階
　　　（展示会場隣）

講師　広島県立美術館学芸員

内容　展示作品や紫水の業績の
数々を説明します。

（手話通訳あり）

入場は無料ですので、ぜひ
ご来場ください。
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問
高
齢
介
護
課　
☎
（
４
３
）
１
６
５
１

共
生
社
会
（「
我
が
事
」「
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
）
を
実
現

す
る
た
め
の
仕
組
み
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
す
。

〔地域包括ケアシステムをイメージした植木鉢〕
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図1 通いの場箇所数・参加人数推移図2 県内モデル市町の通いの場箇所数推移
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現
在
、
国
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
通
じ
て
、
住
民
自

ら
が
運
営
す
る
「
通
い
の
場
」
の
立
ち
上

げ
と
、
そ
れ
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
い
の
場
」
と
は
、
高
齢
者
が
容
易

に
通
え
る
範
囲
で
、
週
１
回
以
上
継
続
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
場
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
27
年
９
月
か
ら
、
こ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
現
在
、
高
齢
者

人
口
に
対
す
る
「
通
い
の
場
」
の
箇
所
数

の
割
合
は
、
県
内
市
町
の
中
で
一
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
・
図
２
）

　

今
後
も
、「
通
い
の
場
」
の
箇
所
数
と

参
加
者
数
を
、
国
の
目
標
値
で
あ
る
高
齢

者
人
口
１
割
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
拡
充

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
体
に
よ
る
介
護

予
防
で
地
域
づ
く
り

　

高
齢
者
の
筋
肉
は
、
毎
年
１
％
程
度
減

少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
が
減

少
し
、
筋
力
が
低
下
す
る
と
、
活
動
量
も

低
下
し
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
要
介
護
状
態
に
な
れ
ば
、

刺
激
の
少
な
い
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
生
活
習
慣
を
変

え
よ
う
と
思
っ
て
も
、
積
み
重
ね
て
き
た

生
活
の
く
せ
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
や
り
始
め
た
と
し
て

も
、
止
め
て
し
ま
う
と
、
得
ら
れ
た
効
果

は
、
す
ぐ
に
失
わ
れ
る
と
い
う
欠
点
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
、
効
果
が
出
る
ま
で
継

続
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
根
気

が
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
歳
を
と
っ

て
も
、
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
筋
肉
や
筋
力
は
つ
く
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
手
軽
に
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
で
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も

筋
肉
・
筋
力
は
つ
く

　

国
は
、｢

通
い
の
場｣

の
位
置
づ
け
を

①
高
齢
者
が
容
易
に
通
え
る
範
囲
に
展
開

す
る
こ
と
②
元
気
な
人
も
閉
じ
こ
も
り
な

ど
何
ら
か
の
支
援
を
要
す
る
人
も
、
一
緒

に
参
加
で
き
る
こ
と
③
行
政
主
導
で
な
く
、

住
民
自
身
の
積
極
的
な
参
加
と
住
民
運
営

に
よ
る
も
の
④
誰
も
が
一
緒
に
行
え
、
効

果
が
立
証
さ
れ
て
い
る
体
操
を
行
な
う
こ

と
⑤
原
則
と
し
て
週
１
回
以
上
実
施
す
る

こ
と
―
と
し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
高
知

市
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
週
１
回

実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
を
「
通
い
の
場
」
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
と
は
、
平
成

14
年
に
高
知
市
が
開
発
し
た
約
30
分
間
の

筋
力
体
操
で
す
。
準
備
体
操・筋
力
運
動・

整
理
体
操
の
３
種
類
の
運
動
を
、
椅
子
に

座
っ
て
行
う
た
め
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き

ま
す
。
し
か
も
、
週
１
・
2
回
行
う
だ
け

で
効
果
が
あ
り
、
個
人
の
身
体
に
合
わ
せ

て
重
り
を
つ
け
る
た
め
、
元
気
な
方
か
ら

体
力
に
自
信
の
な
い
方
ま
で
、
一
緒
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
の
「
通
い
の
場
」
は
、
同
じ
百
歳

体
操
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い

ま
す
が
、
各
所
と
も
雰
囲
気
や
方
法
が
個

性
豊
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。 「

通
い
の
場
」
と

い
き
い
き
百
歳
体
操
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～
誠
心
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
編
～

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
４
３
）
１
６
４
０

Vol.4

え
た
じ
ま
ん
の
つ
ど
い
通
信

週3回以上 ほぼ毎日

なった なった

※体力測定は、グループごとに初回・3カ月後・９カ月後・
以降６カ月ごとに実施。

座った状態から３m先をターンして戻る速さ

30秒間で椅子から立ち上がれる回数

　
ど
ん
な
に
良
い
体
操
だ
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
一
人
で
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
場
所
と
日
時
が
決
ま
っ
て

い
れ
ば
」、「
誰
か
と
一
緒
な
ら
私
で
も
続

け
ら
れ
る
」、
と
い
う
気
持
ち
か
ら
市
内

全
域
で
広
が
っ
て
い
る
の
が
「
通
い
の

場
」
で
す
。
ま
た
、
一
人
で
家
に
い
る
と

味
わ
え
な
い
会
話
や
笑
い
が
あ
る
こ
と
で
、

｢

通
い
の
場｣

が
継
続
し
て
い
ま
す
。「
地

域
の
み
ん
な
と
一
緒
に
元
気
に
な
る
！
」

そ
ん
な
思
い
で
皆
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
に
は
、
地
域
と
の
繋
が
り
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ
ん
が
実
感
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
通
い
の
場
」
に
毎
週
集
う
こ
と
で
、
筋

力
や
体
力
の
維
持・向
上
だ
け
で
な
く
、「
気

持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
」「
週
１
回
が
楽
し

み
」
と
い
っ
た
心
の
変
化
や
、
外
出
の
頻

度
や
友
人
知
人
の
増
加
な
ど
、
社
会
面
で

の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。（
図
３
・
図
４
）

「
通
い
の
場
」
の
効
果

◆
在
宅
看
取
り
の
文
化
を
育
て
よ
う
講
演
会

日
時　
11
月
11
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
会
議
室

講�

師　
東
條
環
樹
氏
（
北
広
島
町
芸
北
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
雄
鹿
原
診
療

所
所
長
）　

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら

が
ん
ば
れ
る

◆�

み
ん
な
で
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
し
よ
う

　
「
噂
は
聞
い
て
い
る
」「
興
味
は
あ
る
け

ど
…
」
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
御
参
加
を
♪

日
時　
11
月
16
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
須
藤
敏
広
氏（
高
知
市
役
所
職
員
）

︱
︱　
誠
心
園
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は「
通

い
の
場
」
を
最
初
に
行
っ
た
福
祉
施
設

で
す
。
今
回
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

か
ら
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
百
歳
体
操
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て

き
て
、
決
ま
っ
て
い
る
曜
日
に
は
利
用

者
自
ら
「
今
日
は
『
百
歳
』
だ
」
と
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

職
員
も
一
緒
に
で
き
る
体
操
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
、
ス
タ
ッ
フ

共
々
百
歳
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

図４　｢通いの場｣の心理的効果と外出頻度の変化 図３　体力測定平均数値推移
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まちづくり協議会とは　
　まちづくり協議会は、自治会・女性会・老人ク
ラブ・ＰＴＡ・子ども会・防災リーダーなどで構
成されている地域包括型の住民自治組織です。地
域内の目的別縦割り組織（各種団体）を包括し、
各地域内での団体間の協働・連携を図る役割を担
うことが期待されています。　
　本市では、平成21年度から、本市の柱の一つと
して、協働のまちづくりに取り組んでおり、まち
づくり協議会を設立することにより、地域のます
ますの活性化と、さらなる発展を目指しています。

授与しました。
　久保さんは、「健康の秘訣は運動」と話し、施
設内で行う体操の時は、一番大きな号令を掛けて
おられるそうです。
　また、９月27日㈬には、１００歳の方の代表
として、梅比良幸子さんと木村マスノさん（共に
特別養護老人ホーム江能在住）に、施設で行われ
た敬老会において、御祝状と銀杯を贈呈しました。
　皆さん、いつまでも、元気で長生きしてくださ
い。

まちづくり協議会認定書授与式
９/13㈬　江田島町切串地区・宮ノ原地区

　市役所本庁で、切串まちづくり協議会・宮ノ原
まちづくり協議会の設立認定書授与式が行われま
した。
　授与式の中で、両まちづくり協議会から、設立
までの取り組みとこれからの活動、抱負などにつ
いて報告があり、それぞれの地域で、課題と期待
を持ち合せながら活性化に取り組んでいくことが
伝えられました。
　また、この協議会の設立にあたり、明

あき
岳
おか

市長
は、「長い時間をかけて創り上げてきた歴史をも
とに築いてこられた絆を大事に未来に繋げていく
ためにも、今後も地域でつながりを保ちつつ、支
え合いながらよりよく発展されることを祈念いた
します」と、設立したお祝いの言葉と、日々地域
の活性化に取り組まれていることに対してお礼を
述べました。
　市内では、現在16団体のまちづくり協議会が
設立され、地域コミュニティ（地域でのつなが
り）の活性化に向け、地域住民が主役となった取
り組みが進んでいます。
　市民と市民、そして市民と行政の力強い協力関
係は、本市にとって大切な財産と言えます。
　これからも住民・行政が手と手を取り合い、笑
顔あふれる地域を目指していきましょう。

　長寿のお祝いとして、本市から、88歳（２３７
人）と１００歳以上（49人）の方に御祝金を、
また、内閣総理大臣から、１００歳（18人）の
方に、御祝状と記念品（銀杯）が贈呈されました。
　９月13日㈬には、内平キミヨさん（１０７
歳・市内最高齢）と久保正康さん（１０２歳）
（共にケアハウスこようの里親和園在住）に、施
設の敬老会において、明

あ き

岳
お か

市長が花束と御祝金を

最高齢者と１００歳高齢者を慶祝訪問
9/13㈬・27㈬　いつまでも元気で長生きを

▲�認定書を授与された切串まちづくり協議会花野
会長（前列右から２番目）、宮ノ原まちづくり
協議会高橋会長（前列右から４番目）

▲�明
あき
岳
おか
市長から御祝状と銀杯を贈呈された木村

マスノさん（前列左）、梅比良幸子さん（前列右）
▲�明
あき
岳
おか
市長から花束と御祝金を贈呈された内平

キミヨさん（左）、久保正康さん（中）
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　島の病院おおたに（能美町中町・地区災害拠点
病院）で、災害医療救護訓練を実施しました。
　訓練は、能美町中町地区で豪雨による土砂災害
が発生し、多数の負傷者が島の病院おおたにへ搬
送された想定で、市消防本部が搬送した負傷者を、

大谷まり院長をはじめ、市医師連合の医師、看護
師が、重症度の選別や処置を行いました。また、
負傷者情報を、病院スタッフと市職員が、市災害
対策本部へ連携して報告し、それぞれが真剣に取
り組みました。今回の訓練は、被災者役で約30
人の市民の方にもご協力いただきました。
参加医療機関：澤医院、深江長坂医院、砂堀医院、
大君浜井病院、島の病院おおたに（順不同）

　大君まちづくり協議会が、大君自治会グラウン
ド（旧大君小学校）の庭木の剪定、草刈り、体育
館の清掃などを行いました。
　この日は午前８時からまちづくり協議会の構成
団体である自治会、女性会、長寿会、民児協、子
ども会それに常会長、有志ら約70人が集まり作
業が開始されました。
　草刈り、樹木の剪

せ ん

定
て い

、芝の手入れなどが行われ
る中「剪定の匠」による松の木の剪定が行われま
した。普段は周囲の樹木に覆われて目立たなかっ
た尋常小学校の記念碑の松も、二宮金次郎の像と
ともに見事によみがえりました。
　平成21年に廃校となり１３０有余年の歴史に
幕を閉じた大君小学校の前身は、明治５年学制発
布時の浄圓寺の発蒙舎で、明治31年に大君尋常
小学校となりました。その後、幾多の変遷を経て
大正４年に現在地に新築移転され、昭和22年の
学制改革で大君小学校と改称されました。

島の病院おおたにで災害医療救護訓練
９/21㈭　日頃の備えが大切

よみがえった尋常小学校の松
10/ ９㈷　大君まちづくり協議会

▲負傷者を受け入れる大谷院長 ▲負傷者の処置の様子

▲剪定されよみがえった ｢大君尋常小学校の松｣
　この間、校舎の改築や埋め立てなどで転々とし
たとされる「松」、「二宮金次郎銅像」および
「対の門柱」が尋常小学校記念として、現グラウ
ンドの一角にあります。
　今回の清掃できれいに整備されたグラウンド、
剪定された樹木の下で「大君運動会」や「敬老
会」が行われます。

　裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送します
裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会がく
じで無作為抽出した名簿を基に、全国の地方裁判所で作
成されます。平成30年の名簿登録者は全国で約23万６
００人です（選挙人名簿登録者全体に占める割合は約４
６１人に１人）。
裁判員候補者名簿記載通知について
　平成30年の候補者名簿に登録された方には、11月中
旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通知）をお
送りします。この通知は、来年２月頃から平成31年２月
頃までの間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ばれ
る可能性があることを事前にお伝えし、あらかじめ心づ

もりをしていただくためのものです。
　また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。こ
の調査票は、回答の内容により１年を通じて明らかに辞退
が認められる場合などには裁判所にお越しいただくことの
ないよう、裁判員候補者の方々の負担を軽減するためにお
送りするものですので、お尋ねする項目に当てはまらない
方は返送していただく必要はありません。
　辞退の申出ができる時期や期間などに制限は設けていま
せんので、この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実
際の事件の裁判員候補者に選ばれた際や、裁判所で行われ
る選任手続の際に辞退を申し出ていただくことも可能です。
　詳しくは、広島地方裁判所までお問い合わせください。

広島地方裁判所☎０８２（２２8）０４２１
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　「ひろしま さとやま未来博２０１７」のシンボ
ルプロジェクト「廃校リノベーション」対象施設
に選ばれている旧沖保育園で、ＤＩＹが行われま
した。今回は、関西ペイント販売株式会社の協力
のもと、多くの子ども達が協力して遊戯室の壁
を白く塗り直しました。11月中の完成を目指し、
リノベーション工事が進んでいます。

旧沖保育園でＤＩＹが行われました
９/23㈷・24㈰　廃校リノベーション

思い出レシピを楽しみました
９/28㈭　切串ふれあいサロンもも組

　切串ふれあいサロンもも組は、切串公民館（江
田島町切串）で、月に１回活動しています。今回
は、歌や体操、ゲームで楽しんだ後、参加者のリ
クエストで、昔懐かしい思い出の料理を楽しみま
した。今回の思い出レシピは、タイを使った魚味
噌、麦ご飯、冬瓜の煮物など。地域のお母さん方
が腕を振るった手料理に、参加者の皆さんからは
笑顔がこぼれていました。

▲壁を塗る参加者

▲音楽に合わせて体操！

▲料理作りの様子 ▲出来上がり！

皆でいただきます！▶

　沖美町三吉の県道で秋の全国交通安全運動テン
ト村を開村し、交通安全の啓発活動を行いました。
　啓発活動には、三高保育園の園児11人と市交
通安全協会、江田島警察署、市職員が参加。
　園児と大人たちが協力して「運転に気を付けて」
と呼び掛けながら、ドライバーにリーフレットな
どを手渡しました。

秋の全国交通安全運動テント村
９/21㈭　交通事故防止を呼び掛け

▲啓発活動の様子

　田中節子文化学院宗家の田中節子さんが明
あき

岳
おか

市長を訪問しました。
　田中さんは、11月26日㈰に大柿高校で開催さ
れる「柿高フェスタ２０１７」において、午後の
部で着物ショーを行う予定です。着物ショーでは、
振り袖や、宮中の結婚式で着用される十二単

ひとえ

の着
装などがご覧いただけます。

田中節子さんが市長を訪問
９/29㈮　田中節子文化学院宗家

▲明
あき
岳
おか
市長を訪問した田中さん（左）
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田
島
老
人

将
棋
大
会
結
果

「宿泊施設の整備・運営に関する
基本協定」を締結

10/６㈮　平成31年春の開業を目指して

　市は、今年３月に休館した「国民宿舎能美海上
ロッジ」に替わる、「魅力ある宿泊観光関連施設」
を整備・運営していただく、東洋観光株式会社を
グループ代表とする５社と基本協定を締結しまし
た。
　市役所本庁であった調印式では、各企業の関係
者出席のもと、明

あ き

岳
お か

市長と、東洋観光株式会社 
今井誠則代表取締役が、基本協定書に調印しまし
た。調印後には、出席者同志で固い握手を交わし、
これから本格的に事業に着手し、平成31年春の
開業を目指して進めて行くことを誓い合いました。

基本協定締結者（敬称略）
・江田島市長　明

あ き

岳
お か

周作
（グループ代表）
・東洋観光株式会社
　代表取締役　今井誠則
・株式会社レクレ
・古澤建設工業株式会社
・株式会社砂原組
・株式会社合人社計画研究所

▲�握手を交わす関係者（右から㈱砂原組砂原代表取
締役、古澤建設工業㈱古澤代表取締役、明

あき

岳
おか

市長、
東洋観光㈱今井代表取締役、㈱レクレ辻代表取締
役、㈱合人社計画研究所坂口課長代理）

映画「この世界の片隅に」上映会
９/23㈷・24㈰　

　「この世界の片隅に」江田島市上映実行委員会
が市内４カ所で、映画「この世界の片隅に」上映
会を開催し、延べ約１,０００人の方が、映画を
楽しみに来場しました。
　この上映会は、ＲＣＣ開局65年記念の事業で、
市地域おこし協力隊員が中心となり、ボランティ
アスタッフの手で開催されました。
　実行委員長を務めた、市地域おこし協力隊の峰
尾亮平さんは「地域有志の皆さんと手作りで企画
してきました。どの会場も満席になるほど多くの
方が観に来てくださり、「やってよかった」と胸
がいっぱいになりました」と話していました。

▲�峰尾実行委員長（前列右）とボランティアスタッ
フの皆さん

▲上映会の様子（9/23㈷・大柿公民館）

▲�映画の場面をモチーフにした手作りの感想掲示
板も会場へ展示。来場者が白いうさぎのメッ
セージカードを貼り、絵が完成しました。
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　呉市を中心とする「広島中央地域連携中枢都市
圏」形成のための連携協約の締結式が行われ、呉
市と連携市町（江田島市、竹原市、東広島市、海
田町、熊野町、坂町および大崎上島町）との間で、
それぞれ協約が締結されました。
　各市町の連携により、平成30年度から圏域の
活性化や圏域住民の安心・快適な生活のためのさ
まざまな取り組みが行われます。

連携協約を締結
10/16㈪　広島中央地域連携中枢都市圏

▲締結式の様子

江田島警察署通信　第15号
～パンフレットを利用した詐欺に注意！！～

　江田島警察署管内において、高齢者向け老人ホームのパンフレットが送られ、そ
の後、老人ホーム関係者を名乗る男性から「○○に老人ホームが建設されます」「老
人ホームに入る権利があなたに当たりました」「他の人が入りたいと申し出ているので、
許可を下さい」などという電話がかかっています。
　つい、許可を出してしまうと、犯人グループから再度電話がかかり、『名義貸しは犯罪だ』『警察に捕まらない
ためにはお金が必要』などと言われ、現金を要求してくる詐欺に発展します。
☆電話でお金の話は ｢詐欺｣ を疑ってください。
☆ ｢即断｣ より江田島警察署に ｢相談｣ してください。

江田島警察署　☎（４２）０１１０

　市役所本庁で「おんなだらけの座談会～これか
らの私～」と題して、まちづくり研修会を開催し
ました。
　自治会、女性会、老人クラブの女性会員を対象
に、また、記録係を市役所女性職員が行い、総勢
43人が参加しました。
　講師は、キャリアデザイン研究所代表の井手口
ヤヨイさん。内容は、話を聞くことがとても大事
であるという基本的なことから、ワークショップ
では、ワークショップの練習を行い、思いを吐き
出し、相手に伝える。そして、書くことによって
記録し記憶することなどを学びました。
　参加者の感想は、「とても楽しかった」「今か
ら地域などのボランティア活動をするにあたり、

まちづくり研修会を開催しました
10/６㈮　地域活性化の推進に向けて

とても勇気づけられました。頑張れそうです」
「非常に良かった。少しでも多くの人に体験して
もらいたい」など、好印象の感想が寄せられまし
た。
　今後もこのような研修会を開催し、地域活性化
の推進に取り組んでいきます。

▲研修会の様子

　呉市総合スポーツセンター多目的グラウンド
（呉市郷原町）で、第12回広島県老人クラブ連
合会南部ブロックグラウンド・ゴルフ大会が行わ
れ、江田島市老人クラブ連合会から２チーム参
加しました。大会は団体戦で、30チームが参加。
６人のメンバーの総合得点で争いましたが、江田
島町老人クラブ「ふるたか中央チーム」が、３位
に入賞しました。

県老人クラブグラウンド・ゴルフ大会３位入賞
９/21㈭　江田島町老人クラブ初の快挙

▲江田島町老人クラブ「ふるたか中央チーム」
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男
女
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
「
第
６
回
さ
わ
や
か
一
万
歩
ク

リ
ー
ン
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�
時　
12
月
３
日
㈰
午
前
８
時
40
分
～
受
付

※
小
雨
決
行

会�
場　
大
柿
公
民
館(

開
・
閉
会
式
・
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル)

コ�

ー
ス　
大
柿
公
民
館
→
灘
尾
記
念
文
庫
・

歴
史
資
料
館
→
県
下
第
２
位
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
の
木
→
嶺
雲
山
宝
持
寺
→
薬
師
堂
→
能

美
城
址
→
六
角
紫
水
生
誕
地
な
ど(

一
万

歩
：
約
５
㎞)

定�

員　

完
歩
で
き
る
方
で
先
着
１
３
０
人

(

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
可)

参�

加
費　
中
学
生
以
下
３
０
０
円
・
高
校
生

以
上
５
０
０
円

申�

込
方
法　
11
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪
ま
で
に

参
加
申
込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
大
会
事

務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
大
会
事
務
局
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
市
総
合
運
動
公
園
に
あ
り
ま
す
。

大�

会
事
務
局　
江
田
島
市
体
育
協
会（
横
手
）

〒
７
３
７
―
２
２
１
３
大
柿
町
大
原
５
９

４
８
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
７
）
５
８
２
５

問
江
田
島
市
体
育
協
会
（
横
手
）

　
　
　
　
☎
（
５
７
）
５
８
２
５

第
６
回
さ
わ
や
か一万
歩
ク
リ
ー
ン

健
康
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

事�

業
所
名　
内
能
美
漁
業
協
同
組
合

　
☎
（
４
５
）
２
０
２
４

募
集
職
種　
一
般
事
務
・
販
売
員

対
象
年
齢　
45
歳
以
下

勤
務
時
間　
原
則
、
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時

給
与　
月
給
１
６
０
千
円

休
日　
土
・
日
・
祝
日　
週
休
２
日
制

　
市
内
が
勤
務
地
と
な
る
正
社
員
の
求
人

情
報
を
、
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
産
業
企
画
課
ま
で

☎
（
４
３
）
１
６
４
１

求
人
情
報

問
保
育
施
設
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
（
５
７
）
２
６
７
１

臨
時
栄
養
士
募
集

募
集
人
数　
１
人

職�

務
内
容　
給
食
の
献
立
作
成
、
材
料
の
発

注
な
ど

勤
務
時
間　
週
５
日
×
７
時
間
45
分

賃�

金　
栄
養
士　
時
給
９
８
０
円
・
管
理
栄

養
士　
時
給
１
０
８
０
円

　
詳
し
く
は
、
保
育
施
設
給
食
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
（
面
接
）
を
12
月
中
旬
に
行
う
予
定

で
す
。
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万
円
で
、
こ
の
う
ち
平
成
29
年
度

に
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る
た

め
の
財
源
２
７
２
１
万
円
を
除
い

た
３
億
６
４
０
７
万
円
が
実
質
的

な
黒
字
額
と
な
り
ま
す
。

▼
歳
入

　
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
40
億

９
２
８
６
万
円
（
25
・
９
％
）
で
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な

ど
の
依
存
財
源
が
１
１
７
億
２
８

４
１
万
円
（
74
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
、
市
税
や
繰
入
金
、

財
産
収
入
が
減
少
し
た
も
の
の
、

寄
附
金
や
繰
越
金
の
増
な
ど
に
よ

り
、
増
加
し
ま
し
た
。
依
存
財
源

は
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
地
方

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
が
減
少
し

た
も
の
の
、
市
債
の
増
な
ど
に
よ

り
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼
歳
出

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の

義
務
的
経
費
が
67
億
７
６
８
８
万

円
（
43
・
９
％
）
で
、
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
26

億
７
６
９
６
万
円
（
17
・
３
％
）、

物
件
費
・
補
助
費
等
の
そ
の
他

の
経
費
が
59
億
７
６
１
５
万
円

（
38
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
は
扶
助
費
が
増
加

し
、
投
資
的
経
費
は
普
通
建
設
事

業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
経

費
は
補
助
費
等
や
積
立
金
な
ど
が

減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
経
費
は
物
件
費

や
積
立
金
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
構
造
は
、
歳
出
で

は
、
義
務
的
経
費
の
比
率
が
高
く
、

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
少
な
く

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

　
歳
入
の
約
42
％
を
占
め
る
地
方

交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
合
併

特
例
加
算
の
縮
減
に
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
本
年
６
月
に
見
直
し
た
「
第
２

次
江
田
島
市
財
政
計
画
（
平
成
27

～
31
年
度
）」
の
今
後
の
収
支
見

通
し
で
は
、
市
税
や
普
通
交
付
税

の
減
少
、
当
初
計
画
策
定
以
降
に

具
体
化
さ
れ
た
事
業
費
の
追
加
な

ど
に
よ
り
計
画
期
間
内
の
財
源
不

足
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
職
員
数
の
削
減
や
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
ス
リ
ム

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
で
も
、
本
市
に
と
っ
て

最
も
重
視
す
べ
き
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
」
の
改
善
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
先

行
投
資
を
行
い
つ
つ
、
歳
入
の
確

保
対
策
、
歳
出
の
削
減
対
策
を
徹

底
し
、
着
実
な
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歳
入
歳
出
の
構
成
比

平成28年度前年度比で歳入は３.９％、歳出は２.５％の減

ま
と
め

決算
　本市では毎年２回、「市の財政が今ど
のような状態にあるのか」を市民の皆さ
んにお知らせするため、歳入や歳出の概
要、財産や借入金の状況などを公表して
います。
　今回は、平成28年度の決算状況をお
知らせします。なお、平成28年度決算
は９月議会に提出され、認定されました。

問 財政課　☎（４３）１６２９

　
歳
入
は
、
１
５
８
億
２
１
２
７

万
円
で
、
市
税
や
地
方
交
付
税
、

繰
入
金
が
減
少
し
た
も
の
の
、
県

支
出
金
や
寄
附
金
、
市
債
な
ど
が

増
加
し
、
前
年
度
比
１
・
８
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
１

５
４
億
２
９
９
９
万
円
で
、
公
債

費
や
補
助
費
等
、
積
立
金
な
ど
が

減
少
し
た
も
の
の
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加

し
、
前
年
度
比
４
・
４
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
額
か
ら
歳
出
額
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
は
３
億
９
１
２
８

一
般
会
計
決
算
の
概
要

【一般会計歳入総額】１５８億２,１２７万円

歳入
158 億
2,127 万円

自主財
源

依

存
財 源

そ
の

他
の

経

費

投資的
経  費

  
　

　　　　　　　義務
的

経
費

歳出
154 億
2,999 万円

市税
　25億5,442万円

(16.2%)

分担金及び負担金
1億56万円
(0.6%)

使用料及び手数料
1億9,366万円
(1.2%)

人件費
31億2,810万円
(20.3%)

扶助費
18億617万円
(11.7%)

公債費
18億4,261万円
(11.9%)

普通建設事業費
23億5,272万円
(15.2%)

災害復旧費
3億2,424万円
(2.1%)

投資及び出資金・貸付金
1億4,000万円
(0.9%)

積立金
3億7,901万円
(2.5%)

維持補修費
2億5,167万円
(1.6%)

物件費
20億3,274万円
(13.2%)

補助費等
15億7,973万円
(10.3%)

繰出金
15億9,300万円
(10.3%)

財産収入
3,712万円
(0.2%)

寄附金
3,185万円
(0.2%)

繰入金
2,017万円
(0.1%)

繰越金
7億5,827万円
(4.8%)諸収入

3億9,681万円
(2.6%)

地方交付税
67億128万円
(42.4%)

地方譲与税等
　7億6,737万円

(4.7%)

国庫支出金
13億8,507万円

(8.8%)

県支出金
9億8,069万円
(6.2%)

市債
18億9,400万円
(12.0%)

自主財源　  40億9,286万円（25.9%）
依存財源　117億2,841万円（74.1%）

義務的経費　 67億7,688万円（43.9%）
投資的経費　 26億7,696万円（17.3%）
その他の経費 59億7,615万円（38.8%）　

平成 28 年度決算書
は、図書館や公民館

（江田島、中町、沖美、
大柿）で見ることが
できます。
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財産・市債残高・基金

平成28年度決算

【会計別市債残高】
区　分 年度末現在高

一般会計 180億5,063万円
特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業 4,786万円

宿泊施設事業 4,318万円

企
業
会
計

水道事業 12億5,351万円

下水道事業 53億3,240万円

【基金の状況】
区　分 年度末現在高

財政調整基金 57億5,950万円
減債基金 9億4,072万円
その他特定目的基金 33億4,331万円
一般会計　計 100億4,353万円
国民健康保険財政調整基金 1億5,865万円
国民健康保険特別会計　計 1億5,865万円
介護給付費準備基金 2億9,379万円
介護予防支援事業運営基金 2,137万円
介護保険特別会計　計 3億1,516万円

【財産の状況】
区    分 年度末現在高
土　地 914万8,184㎡
建　物 21万9,350㎡
出資等 3億9,089万円

区　分 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険特別会計 44億3,417万円 44億2,718万円 699万円

後期高齢者医療特別会計 4億4,043万円 4億2,404万円 1,639万円

介護保険(保険事業勘定)特別会計 35億6,701万円 34億8,221万円 8,480万円

介護保険(介護サービス事業勘定)特別会計 1,069万円 1,068万円 1万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,161万円 2,054万円 107万円

港湾管理特別会計 4,281万円 4,278万円 3万円

地域開発事業特別会計 1億3,019万円 1億3,014万円 5万円

宿泊施設事業特別会計 7,978万円 7,974万円 4万円

交通船事業特別会計 2,678万円 2,264万円 414万円

平成2８年度特別会計　歳入・歳出の状況
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理を行う会計で、国民健康保険特別会計のよ
うに法律で義務付けられているものや、条例で設置されるものなど９会計があります。
　特別会計の決算状況は次のとおりです。　

【一般会計歳出総額】 １５４億２,９９９万円

歳入
158 億
2,127 万円

自主財
源

依

存
財 源

そ
の

他
の

経

費

投資的
経  費

  
　

　　　　　　　義務
的

経
費

歳出
154 億
2,999 万円

市税
　25億5,442万円

(16.2%)

分担金及び負担金
1億56万円
(0.6%)

使用料及び手数料
1億9,366万円
(1.2%)

人件費
31億2,810万円
(20.3%)

扶助費
18億617万円
(11.7%)

公債費
18億4,261万円
(11.9%)

普通建設事業費
23億5,272万円
(15.2%)

災害復旧費
3億2,424万円
(2.1%)

投資及び出資金・貸付金
1億4,000万円
(0.9%)

積立金
3億7,901万円
(2.5%)

維持補修費
2億5,167万円
(1.6%)

物件費
20億3,274万円
(13.2%)

補助費等
15億7,973万円
(10.3%)

繰出金
15億9,300万円
(10.3%)

財産収入
3,712万円
(0.2%)

寄附金
3,185万円
(0.2%)

繰入金
2,017万円
(0.1%)

繰越金
7億5,827万円
(4.8%)諸収入

3億9,681万円
(2.6%)

地方交付税
67億128万円
(42.4%)

地方譲与税等
　7億6,737万円

(4.7%)

国庫支出金
13億8,507万円

(8.8%)

県支出金
9億8,069万円
(6.2%)

市債
18億9,400万円
(12.0%)

自主財源　  40億9,286万円（25.9%）
依存財源　117億2,841万円（74.1%）

義務的経費　 67億7,688万円（43.9%）
投資的経費　 26億7,696万円（17.3%）
その他の経費 59億7,615万円（38.8%）　
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公営企業会計　収支の状況

平成28年度決算

　公営企業会計は、特別会計と同じように特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理を行
う会計です。地方公営企業法を適用する会計で、水道事業と下水道事業の２会計があります。
　公営企業会計の決算状況は、次のとおりです。

水道事業会計下　損益計算書の当年度純利益は0万円で、当年度未処分利益剰余金は838万円となりました。貸借対
照表の資産合計・負債資本合計はそれぞれ205億7,851万円です。

道事業会計水　損益計算書の当年度純利益は1億5,057万円で、当年度未処分利益剰余金は4億5,097万円となりま
した。貸借対照表の資産合計・負債資本合計はそれぞれ58億3,239万円です。

▶実質赤字比率…一般会計等（普通会計）を対象に、
歳出に対する歳入の不足額（赤字額）を標準財
政規模（地方公共団体が通常水準の行政活動を
行う上で必要な一般財源額）の額で割った比率。

▶連結実質赤字比率…全ての会計を対象に、市全体
の歳出に対する歳入の不足額を、標準財政規模
などの額で割った比率。

▶実質公債費比率…一般会計などの支出のうち、義
務的に支出しなければならない公債費や、公債
費に準じた経費を標準財政規模などの額で割っ
た比率の３か年の平均値。

▶将来負担比率…地方公社や損失補填を行っている法人
などを含め、一般会計などが将来的に負担すること
となっている実質的な負債に当たる額（将来負担額）
から、負債の償還に充てることができる基金などを
控除した額を標準財政規模などの額で割った比率。

▶資金不足比率…公営企業会計を対象に、資金不足額を
その企業の事業規模で割った比率。資金不足比率は
会計ごとに算定を行う。

用 説解語

【損益計算書】 【貸借対照表】
営業収益 6億4,934万円 固定資産 202億9,386万円 固定負債 49億5,874万円
営業費用 9億2,737万円 流動資産 2億8,465万円 流動負債 4億4,710万円
営業利益（△損失） △2億7,803万円 繰延収益 97億4,868万円
営業外収益 4億   632万円 負債合計 151億5,452万円
営業外費用 1億2,829万円 資本金 50億4,053万円
営業外利益（△損失） 2億7,803万円 剰余金 3億8,346万円
当年度純利益 0万円 資産合計 205億7,851万円 資本合計 54億2,399万円

当年度未処分利益剰余金 838万円 資産合計 205億7,851万円 負債資本合計 205億7,851万円

【損益計算書】 【貸借対照表】
営業収益 7億3,838万円 固定資産 44億2,351万円 固定負債 12億8,478万円
営業費用 6億3,153万円 流動資産 14億  888万円 流動負債 2億5,028万円
営業利益（△損失） 1億   685万円 繰延収益 18億6,401万円
営業外収益 7,628万円 負債合計 33億9,907万円
営業外費用 3,256万円 資本金 11億2,385万円
営業外利益（△損失） 4,372万円 剰余金 13億  947万円
当年度純利益 1億5,057万円 資産合計 58億3,239万円 資本合計 24億3,332万円

当年度未処分利益剰余金 4億5,097万円 資産合計 58億3,239万円 負債資本合計 58億3,239万円
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平成28年度決算

健全化判断比率・資金不足比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年６月制定）に基づき、すべての地方公
共団体が毎年度決算の健全化判断比率および資金不足比率を算出・公表することとなっています。
　各比率が早期健全化基準を超えた場合には、「財政健全化計画」（公営企業は「経営健全化計
画」）を策定し、財政の健全化に取り組む必要があります。
　平成28年度決算に基づく本市の各指標は次のとおりで、財政健全化・経営健全化の基準を超
えるものはありません。

◎健全化判断比率 ◎資金不足比率

◎健全化判断比率および資金不足比率の対象範囲

区　　　分 比率 早期健全化基準

実質赤字比率 － 13.41

連結実質赤字比率 － 18.41

実質公債費比率 6.6 25.0 

将来負担比率 19.2 350.0 
※赤字額がない場合は「－」で表示しています。

区　　　分 比率 経営健全化基準

法
適
用

水道事業会計 －

20.0 

下水道事業会計 －

法
非
適
用

地域開発事業特別会計 －

宿泊施設事業特別会計 －

交通船事業特別会計 －
※資金不足比率は公営企業の各会計ごとに算定します。
※資金不足額がない場合は「－」で表示しています。

区　　　　　　　　分 対象範囲

一般会計等

一般会計

一般会計等に属する特別
会計（普通会計）

住宅新築資金等貸付事業特
別会計、港湾管理特別会計

公営事業会計
一般会計等以外の特別会
計のうち公営企業に係る
特別会計以外の特別会計

国民健康保険特別会計、
介護保険特別会計　他

公営企
業会計

公営企業に係
る会計

法適用 
企業

水道事業会計、下水道事
業会計

法非適用
企業

地域開発事業特別会計、
宿泊施設事業特別会計、
交通船事業特別会計

一部事務組合 広島県市町総合事務組合　他

地方公社 
第三セクター（損失補償を行っているもの）等 江田島市土地開発公社　他

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

実
質
赤
字
比
率
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（
平
成
29
年
度
上
半
期
）

予
算
の
執
行
状
況

一
般
会
計

　
　

当
初
予
算
か
ら
３
回
の
補
正
を
行
い
、

繰
越
事
業
を
除
い
た
予
算
現
額
は
、
１

６
０
億
４
３
７
７
万
円
で
す
。

　
　
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
は
歳
入
が

47
・
９
％
で
、
歳
出
が
42
・
８
％
で
す
。

特
別
会
計

　
　
当
初
予
算
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
（
保
険
事
業
勘
定
）、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
で
各
１
回
の
補
正

を
行
い
、
９
特
別
会
計
の
予
算
現
額
は
、

90
億
３
９
９
万
円
で
す
。

企
業
会
計

　
　
当
初
予
算
か
ら
、
水
道
事
業
で
１
回
の

補
正
を
行
い
、
繰
越
事
業
を
除
い
た
２

企
業
会
計
の
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支

出
の
予
算
現
額
は
、
34
億
１
５
２
１
万

円
で
す
。

各
会
計
の
執
行
率

　
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■一般会計・特別会計　上半期執行状況(９月末現在)■

■企業会計　上半期執行状況見込(９月末現在)■

問
財
政
課
　
☎
（
４
３
）
１
６
２
９

(単位：％)

(単位：％)

区分 予算現額 歳入 歳出
収入済額 執行率 支出済額 執行率

一般会計 160億4,377万円 76億7,751万円 47.9 68億6,245万円 42.8
(繰越事業) (2億1,327万円) (1億4,220万円) (66.7) (1億7,211万円) (80.7)

国民健康保険特別会計 46億5,286万円 21億3,193万円 45.8 18億3,539万円 39.4

後期高齢者医療特別会計 4億4,300万円 3億1,066万円 70.1 1億8,754万円 42.3
介護保険(保険事業勘定)
特別会計 36億6,759万円 17億1,086万円 46.6 14億3,693万円 39.2
介護保険(介護サービス 
事業勘定)特別会計 1,150万円 442万円 38.4 415万円 36.1
住宅新築資金等貸付事
業特別会計 2,204万円 984万円 44.6 4万円 0.2

港湾管理特別会計 4,400万円 1,934万円 44.0 1,884万円 42.8
地域開発事業特別会計
（繰越事業）

9,800万円
(574万円)

841万円
（0万円)

8.6
(0.0)

437万円
（0万円)

4.5
(0.0)

宿泊施設事業特別会計 6,200万円 3,395万円 54.8 2,710万円 43.7

交通船事業特別会計 300万円 469万円 156.3 117万円 39.0
※（　）は繰越事業分で概数

区分 収入 支出
予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

水道企業
会計

収益的 8億4,519万円 4億1,807万円 49.5 7億2,935万円 2億5,719万円 35.3

資本的 3億2,500万円 0万円 0.0 6億9,718万円 7,189万円 10.3

下水道
企業会計

収益的 11億7,164万円 5億4,802万円 46.8 11億7,209万円 5億   210万円 42.8

資本的 5億4,921万円 1億2,806万円 23.3 8億1,659万円 1億7,502万円 21.4

（繰越事業） （2,891万円) （1,440万円) (49.8) （3,502万円) （3,281万円) (93.7)

※（　）は繰越事業分で概数
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オリーブ
情 報

問オリーブ振興室
☎（４３）１６４３

～
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
て
み
ま

せ
ん
か
～

▼�

今
年
も
市
内
で
オ
リ
ー
ブ
を
植

栽
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
オ

リ
ー
ブ
苗
木
の
購
入
助
成
を
行

い
ま
す
。
植
え
付
け
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
植
え
る
場
所
や

土
作
り
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

（
詳
し
く
は
広
報
え
た
じ
ま
12

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

え
た
じ
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７

　　
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
祭
と
し
て
今

年
も
開
催
。
農
産
物
や
地
域
の
特

産
物
、
グ
ル
メ
な
ど
市
内
外
の
出

店
者
に
よ
る
屋
台
と
ス
テ
ー
ジ
で

盛
り
上
げ
ま
す
。

日�

時　
11
月
23
日
㈷
午
前
10
時
～

午
後
3
時

場�

所　
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
周
辺

主�

催　
え
た
じ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委

員
会

候補者名 得票数（票）
当選 胡子　まさのぶ 1,293
当選 上本　一男 1,235
当選 山本　ひでお 1,131.741
当選 さけなが　光志 1,036
当選 長坂　みつこ 965
当選 林　久光 868
当選 よしの　伸康 825
当選 平川　ひろゆき 718
当選 上松　ひでくに　 700
当選 おかの　数正 687
当選 とち　靖徳 670
当選 おもなが　英司 645
当選 山本　かずや 642.258
当選 くまくら　正造 567
当選 花野　しんじ 457
当選 沖元　大洋 407
当選 浜西　金満 389
当選 かどます　正裕 319
次点 皆川　まなみ 317

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
開
票
結
果

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
（
４
３
）
１
１
１
１
㈹

投
票
率
は
67
・
26
％

選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
（
定
数
18
）
が
10
月
１

日
に
行
わ
れ
、
市
議
会
議
員
が
左

表
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。
任

期
は
本
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
33

年
10
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

※
按
分
票
（
複
数
の
候
補
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
票
）
が
あ
っ

た
た
め
、
得
票
数
に
小
数
点
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当日有権者数 ２万８９０人

投票総数 １万４,０５０票

投票率 ６７．２６％

有効投票数 １万３,８７２票

無効投票数 １７８票

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

問
観
光
振
興
課

　
☎
（
４
３
）
１
６
４
４

離
島
フ
ェ
ア
開
催

　
本
市
を
は
じ
め
県
内
外
５
市
町
の
離
島
情

報
の
発
信
や
特
産
品
の
販
売
を
行
う
「
離
島

フ
ェ
ア
」
が
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間　
11
月
16
日
㈭
～
11
月
21
日
㈫

場�

所　
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
（
広
島
市
中
区

本
通
り
８
︱
28
☎
０
８
２
（
５
４
１
）
３

１
３
１
）

販
売
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※�

11
月
16
日
㈭
は
、
江
田
島
Ｐ
Ｒ
隊
に
よ
る

店
頭
販
売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
カ

キ
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
特
産
品
を
販
売

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い（
売

り
切
れ
次
第
終
了
）。

　広島県労働委員会では、公益委員、労働者
委員、使用者委員の三者構成による「あっせ
ん」で、話し合いにより事業主と労働組合・
労働者個人との紛争の円満な解決をお手伝い
します（利用料無料、秘密厳守）。
広島県労働委員会事務局（県庁東館７階）
☎０８２（５１３）５１６２　　　　　
http://www.work2.pref.hiroshima.jp/roui/

ご存じですか？労働委員会
～雇用のトラブル　まず相談～

パワハラ、解雇・雇止め、賃金引下げ
などをめぐるトラブル

広島県
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11月は「児童虐待防止推進月間」
講演会を開催します

問子育て支援センター☎（４２）２８５２
　毎年11月を「児童虐待防止推進月間」と定め、
児童虐待問題に対する啓発活動を全国的に実施して
います。
　「虐待」と「しつけ」は、まったく違うものです。
保護者が「しつけ」だと思っても、子どもが傷つけ
ば、虐待となります。この「虐待」は身体だけでな
く、子どもの心の発達にも大きな影響を与えてしま
います。
　「虐待」と「しつけ」の違いとは…？講演会を開
催しますので、ぜひご参加ください。

▶日時　11月24日㈮午後２時～３時30分
▶会場　農村環境改善センター大会議室（能美町鹿川）
▶�演題　「子どもを虐待してしまう親・家族の心理社

会的特徴」
▶講師　西澤哲さん
　　　　（山梨県立大学人間福祉学部教授）

ボンネットバスがやってくる！
写真撮影会と１術校特別見学を開催します

問江田島市観光協会☎（４２）４８７１
　昭和40年代まで市内を走行していた「呉市交通局」
のボンネットバスが会場にやってきます。写真撮影会、
体験走行も兼ねた当日限定の海上自衛隊第１術科学校
特別見学も実施します。なお、当日は市の特産品など
を販売する第２回まる特フェアも開催します。
※�体験走行への参加には当日会場で事前配布する整

理券が必要です。

▶日時　12月２日㈯午前11時30分～午後３時30分
※まる特フェアは午前10時〜午後５時
▶会場　海上自衛隊第１術科学校

ボンネットバス

は
専
任
）

申
込
方
法

　

任
意
の
用
紙
に
業
者
名・
担
当

者
名・
郵
便
番
号・
住
所・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
し
、
添

付
書
類
と
一
緒
に
環
境
課
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

▼
江
田
島
市
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

①
会
社・
法
人
の
登
記
簿
謄
本

②�

破
砕
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
技
術

管
理
士
資
格
証
の
写
し（
入
札

時
に
技
術
管
理
士
資
格
証
の
写

し
を
提
出
で
き
る
こ
と
）
ま
た

は
、
江
田
島
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
第
５

条
に
定
め
る
技
術
管
理
者
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し

▼�
江
田
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー

①
会
社・
法
人
の
登
記
簿
謄
本

②�
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
・
運

搬
・
積
込
・
掘
削
）
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

③�

最
終
処
分
場
技
術
管
理
士
、
破

砕
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
技
術
管

理
士
資
格
証
の
写
し（
入
札
時

に
技
術
管
理
士
資
格
証
の
写
し

を
提
出
で
き
る
こ
と
）
ま
た
は
、

江
田
島
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
第
５
条
に

定
め
る
技
術
管
理
者
の
資
格
を

有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し

説
明
会
参
加
申
込
期
限

　
11
月
24
日
㈮
午
後
５
時

※
市
内
の
入
札
参
加
希
望
業
者
が

少
な
い
場
合
、
市
外
業
者
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
次
の
施
設
の
運
転
業
務
委
託
入

札
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

施
設
名

▼�

江
田
島
市
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
…

中
継
施
設
・
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

施
設
の
運
転
業
務
、
呉
市
へ
の

可
燃
ご
み
運
搬
業
務

▼�
江
田
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー
…
埋

立
処
分
場・
浸
出
水
処
理
施
設

な
ど
の
運
転
業
務
、
粗
大
ご
み

　
処
理
施
設
運
転
業
務

説
明
会
の
日
程
お
よ
び
場
所

日
時　
11
月
30
日
㈭
午
後
２
時
～

場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
会
議
室

入
札
応
募
資
格

▼
江
田
島
市
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

・�

市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を

置
く
業
者
で
、
契
約
締
結
時
に

９
人
以
上
の
従
業
員
名
簿
を
提

出
で
き
る
こ
と（
う
ち
大
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者
が
４
人
以

上
い
る
こ
と
）

・�

破
砕・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
技
術
管

理
士
資
格
を
有
す
る
者
を
１
人

以
上
常
駐
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と（
技
術
管
理
士
は
専
任
）

▼�

江
田
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー

・�

市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を

置
く
業
者
並
び
に
現
在
の
受
託

者
で
、
契
約
締
結
時
に
13
人
以

上
の
従
業
員
名
簿
を
提
出
で
き

る
こ
と

・�

最
終
処
分
場
技
術
管
理
士
資
格
、

破
砕
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
技
術

管
理
士
資
格
、
車
両
系
建
設
機

械（
整
地・
運
搬・
積
込・
掘
削
）

技
能
講
習
を
修
了
し
て
い
る
者

を
１
人
以
上
常
駐
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と（
各
技
術
管
理
者

説明会は11月30日㈭
廃棄物処理施設の運転業務委託入札説明会を開催します

問環境課☎（４３）１６３７



お知らせワイド
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公的な身分証明書となります
マイナンバーカードをつくりましょう

問市民生活課☎（４３）１６３４
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
が

記
載
さ
れ
た
顔
写
真
付
き
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
高
い
カ
ー
ド
で
す
。

　
最
近
で
は
職
場
や
行
政
手
続
き

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
通
知
カ
ー
ド
に
は

顔
写
真
が
な
い
た
め
、
提
示
の
際
、

別
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類（
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
一
点
で
本
人

確
認
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
が

で
き
ま
す
。

〈
申
請
か
ら
受
け
取
り
の
手
順
〉

①�

通
知
カ
ー
ド
と
一
体
に
な
っ
た

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
貼
付
の
上
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

注
意

※�

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
１
世
帯

に
１
枚
送
付
用
封
筒
が
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。

※�

紛
失
し
た
場
合
は
、
市
役
所
本

庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

転
居
や
婚
姻
な
ど
に
よ
り
申
請
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所・
氏
名

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

市
役
所
本
庁
市
民
生
活
課
ま
た

は
各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②�

申
請
か
ら
１
カ
月
程
度
で
、
市

役
所
か
ら「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付・
電
子
証
明
書
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
」
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
持
っ
て
、

指
定
さ
れ
た
市
役
所
窓
口
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意

※�
受
取
り
に
は
、
申
請
さ
れ
た
本

人
に
来
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※�

仕
事
が
忙
し
い
な
ど
の
理
由
で

の
代
理
交
付
は
受
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
代
理
で
の
受
け
取
り
が
認
め

ら
れ
る
の
は
、
病
院
へ
の
入
院・

身
体
的
な
障
害
な
ど
で
や
む
を

得
な
い
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の

理
由
を
証
明
す
る
た
め
の
診
断

書
・
障
害
手
帳
な
ど
の
書
類
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
受
け

取
り
の
際
は
、
必
ず
本
人
の
本

人
確
認
証
明
書
類（
顔
写
真
付

き
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

※�

転
出・転
入
時
は
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問危機管理課
☎（４３）１６３３

大規模災害
に備えて

防
災
行
政
無
線
を
使
用

し
た
緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す

　
緊
急
時
に
お
け
る
、
市
民
へ
の
迅
速
か

つ
確
実
な
情
報
伝
達
が
行
え
る
よ
う
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
活
用
し
た
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈫
午
前
11
時
ご
ろ

放�

送
内
容　
チ
ャ
イ
ム
音
の
後
に
「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
×
３

回
、
「
こ
ち
ら
は
、
江
田
島
市
で
す
」

　
　
　
　

※�

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
と
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津

波
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
等
、
い
ち
早

い
情
報
伝
達
が
必
要
な
と
き
に
、
国

（
内
閣
官
房
・
気
象
庁
か
ら
消
防
庁
を

経
由
）
が
人
工
衛
星
や
地
上
回
線
を
通

じ
市
町
の
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
、

国
か
ら
直
接
住
民
に
対
し
瞬
時
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

津
波
避
難
シ
ー
ル

（
避
難
す
る
際
の
目
印
）

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
の

浸
水
想
定
を
基
に
、
市
道
な
ど
へ
津
波
か

ら
避
難
す
る
際
の
高
さ
や
方
向
が
分
か
る

よ
う
目
印
と
な
る
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
ま

し
た
。

　
こ
の
シ
ー
ル
は
浸
水
想
定
境
界
付
近
に

貼
っ
て
い
ま
す
の
で
、
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
シ
ー
ル
よ
り
高
い
場
所
（
矢
印

の
方
向
）
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

本
市
の
津
波
に
よ
る
浸
水
区
域
は
、
最

大
で
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
（
満
潮
時
）
ま

で
の
土
地
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」

　
嘉
永
７
（
１
８
５
４
）
年
11
月
５
日
の

安
政
南
海
地
震
（
Ｍ
８
・
４
）
で
和
歌
山

県
を
津
波
が
襲
っ
た
際
に
、
稲
に
火
を
つ

け
て
暗
闇
の
中
で
逃
げ
遅
れ
た
人
た
ち
を

高
台
に
避
難
さ
せ
て
命
を
救
っ
た
「
稲
む

ら
の
火
」
の
逸
話
に
ち
な
み
、
11
月
５
日

は
「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

津波避難シール

津波避難シールを路面に貼り付けています
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シリーズ連載　その18つむぐ通信

　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!

　「つむぐ通信」では、５人の地域おこし協力隊員が、月替
わりで活動内容やイベントなどのお知らせ、地域おこし
に関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊（写真左から）】
観光仕掛人　　　小林 由佳
ブランド請負人　永田 秀平
オリーブ栽培技術指導員　峰尾 亮平
移住促進支援員　後藤 　峻
オリーブ普及員　西村 京子

今月は

小林由佳さん

　facebookで情報を発信しています。「江田島市地域おこし協力隊」で検索!!
　
「
仕
事
人
と
は
カ
ッ
コ
え
え
ね
え
！
」

　
「
仕
事
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
掛
人

で
す
」

　
そ
ん
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
も
「
観

光
仕
掛
人
」
と
い
う
仰
々
し
い
肩
書
き
を

頂
き
、
江
田
島
市
民
に
な
っ
て
２
カ
月
。

　
「
何
を
す
る
人
じ
ゃ
ろ
？
」
と
思
わ
れ

が
ち
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
観
光
仕
掛
人
、

小
林
の
公
私
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

８
月
１
日
に
江
田
島
市
に
移
住

　
海
の
向
こ
う
愛
媛
県
か
ら
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
引
っ
越
し
距
離
は
、
愛
媛
県
松

山
市
か
ら
本
市
の
一
軒
家
ま
で
50
㎞
ほ
ど

で
す
が
、
陸
路
で
移
動
す
る
と
２
０
０
㎞

以
上
の
引
越
し
で
し
た
。

市
観
光
振
興
課
、
市
観
光
協
会
に
勤
務

　
以
前
は
旅
行
代
理
店
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
市
職
員
で
あ
り
観
光
協

会
職
員
で
す
。
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
な

が
ら
、
本
市
の
観
光
振
興
に
尽
力
い
た
し

ま
す
。

江
田
島
市
の
全
て
を
鋭
意
勉
強
中

　
よ
そ
者
新
参
者
の
私
で
す
。
本
市
の
魅

力
を
全
国
津
々
浦
々
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え

し
て
い
く
お
仕
事
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
私

が
本
市
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
の
歴
史
、
観
光
資
源
、
食
、
体
験
、

本
市
に
住
む
人
々
。
知
り
た
い
こ
と
は
山

盛
り
で
す
。

　
人
に
会
い
、
お
話
を
伺
い
、
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
知
識
を
増
や
し
て

い
く
と
と
も
に
、

○�

市
内
の
催
し
は
な
る
べ
く
参
加
す
る

○�

市
内
の
飲
食
店
は
な
る
べ
く
自
分
で
食

べ
に
行
く

○�

市
内
の
宿
泊
施
設
は
な
る
べ
く
泊
ま

り
た
い
（
江
田
島
市
に
自
宅
が
あ
る

の
で
お
い
お
い
今
後
の
目
標
）

○�

市
内
で
体
験
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ

く
体
験
に
行
く

　
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
す
し
、
人
に

お
す
す
め
す
る
に
は
自
分
が
体
験
し
た

こ
と
が
一
番
の
強
み
に
な
る
の
で
、
今

の
私
は
と
も
か
く
本
市
を
知
る
こ
と
が

必
要
だ
と
鋭
意
勉
強
中
で
す
。

　

え
た
じ
ま
マ
マ
マ
ル
シ
ェ
で
「
江
田

島
市
の
え
え
と
こ
教
え
て
下
さ
い
」
ア

ン
ケ
ー
ト
を
配
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
本
市
の
こ
と
を
教
え

て
下
さ
い
！

　
ご
連
絡
は
お
気
軽
に
。

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
小
林

☎
０
７
０
（
７
５
６
６
）
１
０
１
０

お
仕
事
状
況

　

観
光
協
会
の
お
手
伝
い
を
主
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
中
の
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
取
材
と
情
報
掲
載
が
主
な
お
仕
事
で

す
。
島
内
の
事
業
者
さ
ん
に
カ
メ
ラ
片

手
に
お
伺
い
し
て
、
お
話
を
聞
い
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
内
の
観
光
地
を
回
っ
た

り
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
講
習
に

参
加
し
た
り
、
広
島
湾
岸
ト
レ
イ
ル
協

議
会
の
山
歩
き
に
同
行
し
た
り
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
研
修
に
出
か
け
た
り
、

島
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た

り
、
市
内
映
画
上
映
会
や
し
ま
コ
ン
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
フ
ウ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
色
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
状
況

　

た
く
さ
ん
の
方
に
温
か
く
迎
え
入
れ

て
い
た
だ
き
、
島
暮
ら
し
へ
の
不
満
や

不
安
な
く
心
強
く
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
体
験
し
た
り
、
料
理
教
室

に
参
加
し
た
り
、
カ
ヌ
ー
を
漕
い
だ
り
、

船
釣
り
を
し
た
り
、
登
山
し
た
り
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
し
た
り
、
初
め
て
の
こ
と

も
た
く
さ
ん
経
験
し
な
が
ら
本
市
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

移
住
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
体
験
民

泊
の
取
り
組
み
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
、
10
月
に
は
民
泊
の
受
け
入
れ
も
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

観
光
仕
掛
人
で
す

　
「
観
る
光
」
見
る
も
の
、
体
験
す
る
こ

と
、
味
わ
う
も
の
、
江
田
島
の
光
を
た

く
さ
ん
の
方
に
届
け
る
た
め
に
、
ま
ず

は
私
が
本
市
を
知
る
こ
と
か
ら
。

　

そ
し
て
、「
仕
掛
け
て
」
い
く
、
本
市

の
魅
力
を
あ
ら
ゆ
る
人
に
届
け
て
い
く

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

古鷹山登山。山頂で記念撮影！
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通信
泊民

　神奈川県の市ケ尾高
等学校の生徒が９月
26日㈫～28日㈭の２
泊３日で本市を訪れま
した。
　今回は、同校を受入
れた吉岡さん家族（大
柿町）の民泊体験談を
紹介します。

問交流促進課
☎（４３）１６３２

vol.46

心とココロの交流

来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

追
伸
。
野
菜
た
く
さ
ん
売
れ
た
よ
。

　

「
見
て
み
て
。
ポ
ッ
プ
に
市
ケ
尾
高
校

の
生
徒
が
手
伝
っ
た
っ
て
書
い
て
あ
る
」

と
喜
ぶ
先
生
の
声
。
立
ち
寄
っ
た
島
の

駅
豆
ヶ
島
で
偶
然
発
見
し
た
空
芯
菜
に

ナ
ス
、
バ
ジ
ル
。
お
す
す
め
の
調
理
法

も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

売
り
に
出
し
て
い
た
の
は
、
民
泊
家

庭
の
吉
岡
さ
ん
。
生
徒
に
収
穫
・
洗
浄
・

包
装
・
出
荷
の
一
連
の
流
れ
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
す
。
た
ま
に
加
工
も
入
り
、

ポ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
作
り
も
生
徒
た
ち
が

し
ま
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
も
の
が

商
品
化
さ
れ
、
陳
列
さ
れ
、
そ
れ
が

売
れ
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

う
れ
し
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
ら
れ
る
と

い
い
ま
す
。
こ
そ
っ
と
買
う
様
子
を
見

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
と
か(

笑)
　

そ
し
て
、
ふ
と
不
思
議
な
感
覚
を
覚

え
た
そ
う
で
す
。

　

県
外
の
修
学
旅
行
生
が
採
っ
た
野
菜
。

そ
れ
を
買
う
江
田
島
市
に
住
む
人
。

　

よ
そ
の
生
徒
が
考
え
た
ポ
ッ
プ
デ
ザ

イ
ン
。
そ
れ
を
見
て
い
つ
も
よ
り
も
買

う
気
に
さ
せ
ら
れ
る
地
元
の
人
々
。

　

「
逆
じ
ゃ
な
い
？
」

　

民
泊
で
、
生
徒
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
様
々
な
影
響

を
受
け
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
と
、
ご
夫
婦
が
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

「
修
学
旅
行
生
の
皆
さ
ん
、
江
田
島

市
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
我
が

家
に
来
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

野
菜
た
く
さ
ん
売
れ
た
よ
」

　

市
内
に
は
、
い
ろ
ん
な
バ
ス
が
走
っ

て
い
る
こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
多
い
の
が
、
江
田
島
バ
ス
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
バ
ス
。
白
地
に
青
い
マ
ー

ク
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
車
椅

子
利
用
者
に
対
応
し
た
、
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
が
２
台
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ン
チ
ョ
と
い
う
、
車
体
が
短
く
可
愛

ら
し
い
バ
ス
も
走
っ
て
い
ま
す
（
写
真

参
照
）
。

　

そ
れ
以
外
で
は
、
旧
能
美
バ
ス
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
バ
ス
が
、
ま
だ
現
役
で

走
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
珍
し
い
の
は
、

旧
呉
市
営
バ
ス
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
バ
ス
。

呉
市
営
バ
ス
は
広
島
電
鉄
に
移
譲
さ
れ

て
い
る
た
め
、
呉
市
営
バ
ス
の
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
の
ま
ま
の
バ
ス
は
呉
市
内
で
は

定
期
運
行
し
て
お
ら
ず
、
非
常
に
貴
重

な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
田
島
町
の
北
部
地
区
（
大
須
・
幸

ノ
浦
・
切
串
）
で
は
、
日
中
は
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
お
れ
ん
じ
号
」
を
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
朝
と
夕
方
は
「
江

問企画振興課
☎（４３）１６３０

田
島
北
部
朝
夕
便
」
と
し
て
、
お
れ
ん

じ
号
と
同
じ
車
両
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
車
両
で
ス
テ
ッ
プ

や
手
す
り
が
つ
い
て
お
り
、
ど
な
た
で

も
乗
り
降
り
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
内
に
は
い
ろ
ん
な

種
類
の
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。
お
気

に
入
り
の
１
台
を
見
つ
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
っ
と
知
り
た
い
！

　
こ
う
き
ょ
う
こ
う
つ
う

vol.４

～
あ
ん
な
バ
ス
や
、
こ
ん
な
バ
ス
も
～

▲吉岡さん一家と修学旅行生



広報えたじま　平成29年11月 22

お知らせ

ホームページ見てね！

広告

問
農
林
水
産
課

�
☎
（
４
３
）
１
６
４
２

日�

時　
11
月
18
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
（
雨
天
中
止
）

場�

所　
旧
切
串
中
学
校
（
江
田
島

町
切
串
）

　
今
月
は
場
所
を
変
え
て
、
旧
切

串
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
そ
の
時

季
に
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
（
２
７
）
８
８
８
０

日�

時　
11
月
10
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開

始
）

場�

所　
大
柿
公
民
館
（
大
柿
町
大

原
）

講�

演
内
容　
障
害
者
へ
の
虐
待
～

相
談
支
援
専
門
員
の
視
点
か
ら

見
た
虐
待
～

講�

師　
金
丸
博
一
さ
ん
（
柏
学
園

相
談
支
援
事
業
所
相
談
支
援
専

門
員
）

対�

象
者　
関
心
の
あ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み　
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

問
総
務
課

�

☎
（
４
３
）
１
１
１
１
㈹

　
市
民
を
対
象
と
し
た
、
市
の
顧

問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
20
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場�

所　
中
町
公
民
館
（
能
美
町
中

町
）

※�
相
談
時
間
は
、
お
一
人
30
分
で
、

相
談
人
数
は
８
人
ま
で
で
す
。

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
（
電
話
可
）。

予�

約
方
法　
申
し
込
み
順
で
、
11

月
１
日
㈬
か
ら
総
務
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

問�

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
え
た
じ
ま
）

�

☎
（
４
０
）
２
５
０
１

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
11
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時

場�

所　
能
美
保
健
セ
ン
タ
ー
（
能

美
町
鹿
川
）

※�

相
談
時
間
は
、
お
一
人
30
分
以

内
で
す
。
な
お
、
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
（
電
話
可
）。

え
た
じ
ま
地
産
地
消
市
場

障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

問
広
島
南
税
務
署

�

☎
０
８
２
（
２
５
３
）
３
２
８
１

　
本
年
の
年
末
調
整
の
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日�

時　
11
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場�

所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
能
美
町
鹿
川
）

問
広
島
南
税
務
署

�

☎
０
８
２
（
２
５
３
）
３
２
８
１

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま

に
租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行

政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月

11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
金
展
を
開
催

　
藤
三
江
田
島
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
、
11
月
10
日
㈮
～
20
日

㈪
の
期
間
、
税
金
展
（「
小
学
生

の
税
の
絵
は
が
き
」「
中
学
生
の

税
の
作
文・習
字
」
な
ど
の
展
示
）

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

～
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
～

源
泉
所
得
税
年
末
調
整
説
明

会
開
催

税
を
考
え
る
週
間

さ
い
。

問
人
権
推
進
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
３
５

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
相
談

活
動
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
ま
す
。

　
11
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
常
時
開
設
し
て
い
る
専
用
相

談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
の
電
話
回
線
を
増
設
す
る

と
と
も
に
、
電
話
相
談
時
間
を
延

長
し
て
、
女
性
の
人
権
問
題
に
対

応
し
ま
す
。

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

実
施
期
間　
11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰

相�

談
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
た
だ
し
、
㈯
・
㈰
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
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問
環
境
課

�

☎
（
４
３
）
１
６
３
７

　
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
掲
げ
て
い
る

お
店
は
、
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の

「
標
準
約
款
登
録
制
度
」
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
ま
す
。「
Ｓ
」と
は
、

Ｓ
ａ
ｆ
e
ｔ
ｙ
（
安
全
）・
Ｓ
ｔ

ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
（
安
心
）・
Ｓ
ａ

ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
清
潔
）
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、「
安
全
・
安
心
・

清
潔
」
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。

問
広
島
海
技
学
院

☎
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
０

日�

時　

11
月
19
日
㈰
受
け
付
け

は
、
午
後
０
時
45
分
～
、
講
習

は
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
大
柿
公
民
館
（
大
柿
町
大

　
原
）

準�

備
物　
操
縦
免
許
証
・
写
真
２

枚
（
４・
５
㎝
×
３・
５
㎝
）・

料
金
（
受
講
料
７
６
０
０

円
、
送
料
５
１
０
円
、
写
真
代

８
３
０
円
）

※�

住
所
な
ど
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通

　

詳
し
く
は
、（
公
財
）
広
島
県

生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
２（
５
３
２
）１
２
０
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
秘
書
広
報
室

�

☎
（
４
３
）
１
６
２
８

　
県
民
手
帳
に
は
各
種
統
計
や
県

内
各
地
の
行
事
が
掲
載
さ
れ
、
日

記
と
し
て
も
便
利
な
一
冊
で
す
。

ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

小
型
船
舶
免
許
更
新
・ 

失
効

講
習
を
開
催

理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
の
お
店
選
び
は「
Ｓ

マ
ー
ク
」
登
録
店
で

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
版

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

・�

デ
ス
ク
版
（
縦
２
１
５
㎜
×
横

１
５
３
㎜
）
１
２
０
０
円

・�

ポ
ケ
ッ
ト
版
（
縦
１
４
９
㎜
×

横
90
㎜
）
６
３
０
円

カ
バ
ー
の
色　
す
み
れ
色

販�

売
期
間　
11
月
1
日
㈬
～
平
成

30
年
１
月
31
日
㈬

販�

売
場
所　
市
役
所
本
庁
、
各
支

所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※�

代
金
と
引
き
換
え
に
、
手
帳
を

お
渡
し
し
ま
す
。

「Ｓマーク」

問現代美術館☎０８２（２６４）１１２１
場�所　現代美術館（広島市南区比治山公園１－１）
日�時　11月25日㈯午後２時～４時　※午前10時より整

理券配布
内�容　開催中の特別展 ｢藤森照信展　自然を生かした建

築と路上観察｣ 関連イベント。建築家であるとともに、
フィールドワークに基づくユニークな活動により、優
れた観察者としても知られる両者が、「見る」そして「つ
くる」対象としての都市や建築について語ります。

スペシャル対談
藤森照信　×　アトリエ・ワン

問平和文化センター国際交流・協力課
☎０８２（２４２）８８７９㈹
場�所　国際会議場（中区中島町１−５）ほか
日�時　11月19日㈰午前10時〜午後４時
内�容　テレビでおなじみ

のナイジェリア出身の
ボビー・オロゴンさんに
よるトークショー、青少
年による国際交流活動発
表会、日本文化体験、世
界の伝統舞踏のステージ、
国際協力バザー、世界の
屋台料理などさまざまな
イベントを行います。

■市民サービスセンターからのお知らせ
　　　　　　　　　問市民生活課　☎（４３）１６３４
　システム点検のため、次の期間は市民サービスセンタ
ー（ゆめタウン江田島内）で証明書などの発行ができませ
ん。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
停止期間　11月18日㈯・19日㈰
停�止業務　住民票（記載事項証明書）の写し、印鑑登録証

明書、所得証明書、所得課税証明書、名寄帳、課税証明
書、納税証明書（軽自動車税継続検査用含む）、公課証
明書、評価証明書などの発行 
※�税などの収納、書類の引き継ぎなどは、通常どおり受

け付けます。ただし、内容確認が必要な場合は、受け
付けできないこともあります。
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「海生交流協定」で交流促進
広島市内でのイベントを紹介

「国際フェスタ２０１７」を開催します！

藤森照信《多治見市モザイクタイルミュージアム》2016年
撮影・増田彰久
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� 　問保健医療課☎（４３）１６３９
　本市の国保加入者１人当たり医療費（医療費総額
÷被保険者数）は、全国平均・県平均を上回ってい
ます。

※�がん検診で早期発見！男性の 62％、女性の
46％ががんと診断されました（２０１３年
データ）。

平成29年４月診療分の 国保１人当たりの医療費

国保１人当たりの医療費の状況
　問高齢介護課☎（４３）１６５１

　本市の介護保険サービス利用者１人当たりのサー
ビス区分ごとの費用（介護サービス費総額÷利用者
数）は、次のとおりです。
平成29年６月サービス提供分　利用者１人当たりの費用

介護保険サービス利用者１人当たりの費用の状況

※�介護予防に心がけ、健康長寿を目指しましょう。

国民健康保険で接骨院・整骨院などにかかる方へ

問保健医療課☎（４３）１６３９
　近年、接骨院・整骨院などにかかる人が増えてい
ます。
　これらは「柔道整復師」という専門職が施術をす
る施設で、医療機関ではありません。このため、施
術の内容によっては国民健康保険が使えず、施術料
が全額自己負担になる場合があります。
　接骨院・整骨院にかかるときは、国民健康保険が
使える範囲を正しく理解し、適正に受診しましょう。
▶被保険者証が使える場合
・外傷性の打撲、ねんざ、肉離れなど
・骨折、脱臼（応急処置を除き、医師の同意が必要）
▶被保険者証が使えない場合
・日常生活での疲労、肩こり、腰痛、体調不良
・�病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節痛、ヘル

ニアなど）からくる痛みやこり
・�脳疾患後遺症などの慢性病や、病状の改善が見ら

れない長期の施術
・スポーツによる筋肉疲労
・あん摩、マッサージ代わりの利用
・仕事中や通勤途中での負傷

▶ご注意ください
①症状は正しく伝えましょう
　どのような原因で負傷したかを柔道整復師に正確
に伝えてください。
②�療養費支給申請書委任欄への署名は、内容をよく
確認しましょう

　多くの接骨院・整骨院では、診療費を市に請求す
るため「療養費支給申請書」の委任欄への署名を求
められます。署名前に傷病名、日数、金額などの記
載内容をよく確認してください。
▶治療が長引く場合
　長期間施術を受けても症状が良くならない場合は、
病気などの内科的要因も考えられますので一度医師
の診断を受けましょう。
▶その他
・領収証は必ず受けとり、大切に保管してください。
・�本市から、国民健康保険を使って受けた施術につ

いて施術料の内訳などを記載した「療養費のお知
らせ」を送付しています。領収証の内容と違いが
ないか確認してください。（従来の「医療費のお
知らせ」とは別に送付をします。）
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〇居宅サービス費用【訪問介護、通所介護、福祉用具貸与など】

〇地域密着型サービス費用【グループホーム、小規模多機能型居宅介護など】

〇施設サービス費用【介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設など】
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健 康 ひろ ば

西能美学校給食共同調理場おすすめメニュー
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〈広島名物たっぷり塩レモン焼きそば〉

今回のポイント
　平成29年度「ひろしま給食１００万食プロジェクト」で、
優秀レシピ賞に選ばれた１品です。タコやレモンなど広島県
産の食材をたっぷり使っています。
■作り方
① �豚肉、ニンジン、タコ、モヤシ、キャベツ、かまぼこの

順に炒める。
② �焼きそば麺を加え、塩レモンのタレで味付けをする。
③ �ネギを入れて混ぜる。

熱量
191㎉

（１人分）

■材料（４人分）

焼きそば麺……………… 4玉
豚もも肉（こま切れ）…… 60g
タコ（ぶつ切り）……………60g
かまぼこ（スライス）………20g
ニンジン（千切り）……… 20g
モヤシ…………………… 80g
キャベツ（千切り）…… 120g
ネギ（小口切り）………… 20g
炒め油…………………… ４g

【塩レモンのタレ】
※次の材料をよく混ぜ合わせる
レモン汁………… 小さじ４
ごま油…………… 小さじ４
塩…………………… 小さじ２
砂糖………………… 小さじ２
こしょう……………… 少々

　平成29年から、ＯＴＣ医薬品（市販薬）の購入
額を国が税制面から支援を行う「セルフメディケー
ション税制」(所得税などの医療費控除の特例)が始
まりました。
　セルフメディケーションとは、日ごろから自分の
健康状態や生活習慣に配慮し、定期的に健康診断を
受け、軽い症状であれば市販薬をうまく活用するな
ど、セルフケアを行うことです。
　ＯＴＣ医薬品（市販薬）とは、ドラッグストアー
などで販売している、約１, ６００種類の国が認定
した特定成分を含むかぜ薬・胃腸薬などです。
　制度の詳しい内容は、インターネットで「厚生労
働省　セルフメディケーション」を検索してください。

　なお、従来の医療費控除とセルフメディケーショ
ン税制を同時に利用することはできません。
セルフメディケーション税制の概要
控�除対象額　１万２千円を超える金額が所得から控

除（８万８千円が限度）
特例期間　平成29 ～ 33年分まで
特例の対象　ＯＴＣ医薬品（市販薬）の購入額
※�レシートにＯＴＣ医薬品などの記載があるもの
特�例要件　特定健診・がん検診・インフルエンザ予

防接種などの一定のセルフケアの取組
※特定健診結果通知・領収書などが必要
※�まだ健診（検診）を受けていない方は、加入して

いる医療保険者へご相談ください。

健康づくりウォーキング
（申し込み不要・雨天中止）

ドラッグストアーで購入した薬代が税金で控除される場合があります
問保健医療課☎（４３）１６３９

問広島県西部保健所呉支所厚生保健課
☎（２２）５４００

日時　11 月 10 日㈮午後１時 30 分～３時
場所　大柿公民館１階第１会議室

問保健医療課☎（４３）１６３９
　本人、家族が体験を語り合い、断酒を支援する
場です。
日時　11 月 20 日㈪午後１時 30 分～３時
場所　江田島保健センター

心の健康相談（前日までに要予約）

アルコール健康相談会（申し込み不要）

問保健医療課☎（４３）１６３９
　オリーブ園へLet's go！地域おこし協力隊の協
力で、楽しいこと盛りだくさんです。お気軽にご
参加ください。
日時　11 月 28 日㈫ 午前９時 30 分
集合場所　大柿公民館
コ�ース　「オリーブ園　見学コース（オリーブ茶

の試飲あり）」
持参物　保険料 30 円、帽子、タオル、お茶
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開館時間
　午前９時30分～午後７時
※�大柿公民館図書室は日曜のみ
　午後５時まで

図書館
　だより

■第148回ふれあい広場
「ひらけ！お宝図書館」
日時　11月18日㈯
　　　午後１時～４時
場所　能美図書館１階閲覧室
内�容　参加者の皆さんに「宝物」を

持ち寄ってもらい、各々お宝自慢
をして思い思いに図書館に展示し
ます。図書館を探検して、自慢の

「お宝」をみんなに披露しません
か。
対象　小学生の親子５～６組
参加費　無料

■第149回ふれあい広場
｢Winter コンサート｣
日時　12月2日㈯
　　　午前11時～正午
場所　能美図書館１階閲覧室
内�容　N.L.S.（のうみライブラリシ

ンフォニー）の皆さんによるライ
アー演奏のミニコンサート。どな
たでも参加できます。

能美図書館

■おはなしむら
日時　11月11日㈯午後２時～
内�容　絵本の読み聞かせと工作（お菓

子の容器でおみくじを作ろう）

■かみしばいごや
日時　11月26日㈰
　　　午前10時30分～ 11時
内�容　かみしばいの上演「ゆうくん

だいすき」ほか

大柿公民館図書室

本のリサイクル市を行います！
江�田島図書館　11月6日㈪～ 13日㈪
(無くなり次第終了します)
時間　午前９時30分～午後７時
※木曜日は鷲部公民館の開館時間内
※�お家に眠っている本があれば、図

書館にご寄贈ください。リサイク
ル市などで、再活用させていただ
きます(雑誌・百科事典・汚損の激
しい本などはご遠慮ください）。

11 月のミニ図書館
期日 時間・場所

１ 日㈬・
15 日㈬

午前 10 時～ 11 時
　津久茂児童館
午前 11 時 15 分～正午
　切串公民館
午前 11 時～正午
　三高会館
午後2時15分～3時
　市民サービスセンター

■みんなの広場
「秋の楽しみ」
　～どんぐりのマスコット作り!! ～
日時　11月４日㈯午前10時30分～
場所　江田島図書館２階会議室
対�象　小学生以下（小さいお子さん

は保護者同伴）
定員　10人
参加費　無料
※当日は先着順で受け付け

■みんなの広場（鷲部コミュニティ祭り共催）
「コンサート＆物づくり」
　�～演奏を楽しんだ後は、物づくり

を楽しもう～
日時　12月３日㈰午後１時～
場�所　江田島図書館１階（コンサート

など）・２階会議室（物づくり）
※物づくりについて
定員　10人程度
対�象　小学生以下（小さいお子さん

は保護者同伴）
申込期限　11月22日㈬
参加費　無料

11月の休館(室)日
３館（室）共通の休館（室）日

毎週木曜日（定期休館（室））
３日㈷（祝日休館（室））
23日㈷（祝日休館（室））

江田島図書館☎（４２）１４１７
　29日㈬（月末整理日）
能美図書館☎（４５）００７５
　28日㈫（月末整理日）
大柿公民館図書室☎（５７）３０７１
　24日㈮（月末整理日）

11月の園庭開放 子

　市内の保育施設では、園庭を開放しています。
近くに遊び場や同年齢の遊び相手がいない、子育
てに悩みを抱えている方など、お気軽にご利用く
ださい。

※�行事などで利用できない場合があります。ご利用
の際は、直接、各園にご確認ください。
日�程　毎週㈪～㈮　午前10時～ 11時（土・日祝日

なし)
内容　戸外あそび（雨天の場合は中止）

江田島図書館

保乳幼児健診・相談
種別 実施日 場所 対象児
乳児 11月９日㈭

大 柿 保 健
センター

平成29年５月･６月･７月生
まれ11月14日㈫

１歳６カ月児 11月８日㈬ 平成28年２月･３月･４月生
まれ11月16日㈭

３歳６カ月児 11月７日㈫ 平成26年２月･３月･４月生
まれ11月15日㈬

５歳児 11月10日㈮ 平成24年７月･８月･９月生
まれ11月17日㈮

受付時間　午後１時～２時
※対象児には個別に通知します。１
　週間前までに通知が届かない場合
　は、保健医療課へご連絡ください。
※会場は全て大柿保健センターとな
　ります。お間違いのないよう、気
　をつけてください。

　

11月の各館（室）定例行事案内
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子育 て ひ ろば

日時　12月５日㈫
　　　午前10時～ 11時30分
会場　大柿保健センター
内容　おひさまリズムあそび
講�師　中川雅史さん（呉本庄つ

くし園）
参加費　無料
準�備物　飲み物（お茶・ミルク

など）、動きやすい服装
※�身体計測はありません。

日時　12月６日㈬　
　　　午前10時～ 11時30分
会場　江田島保健センター
内容　離乳食教室
参加費　無料
準�備物　母子健康手帳、飲み物
（お茶・ミルクなど）

※�希望者には身体計測、健康相
談を行います。

「秋野菜を使っておやつ作り」
日時　11月22日㈬
　　　午前10時～正午
場所　沖美市民センター
対象者　２歳以上の幼児と保護者
申込締切　11月15日㈬
参加費　1人１００円
準�備物　エプロン、お茶、タオ

ルなど

「冬野菜を使ってクリスマス料理
作り」
日時　12月13日㈬
　　　午前10時～午後１時
場所　能美保健センター
対象者　２歳以上の幼児と保護者
申込締切　12月６日㈬
参加費　1人２００円
準�備物　エプロン、お茶、タオ

ルなど

　健医療課からのお知らせ
☎（４３）１６３９

すくすくベビー・すくすくくらぶ

食育チャレンジ隊

「お米教室」
第３回　新米クッキング＆餅丸
め体験
日時　12月16日㈯
　　　午前10時～午後１時
　　　※日程を変更しています。
集�合場所　大柿公民館
対�象　子どもと保護者（子ども

の年齢制限なし）
申込締切　11月27日㈪
参加費　１人２００円
準�備物　エプロン、三角巾、お茶、

タオルなど
定員　15組

日時　11月１日㈬・12月１日㈮
　　　午前10時～身体測定
　　　午前11時～誕生会
内�容　どんなに大きくなったか

な？身体計測後、誕生会をしま
す。誕生月のお子さんには、イ
ンタビューと写真入りカードの
プレゼントがありますよ！！

準�備物　母子健康手帳、フェイ
スタオル、オムツ

にこ♡にこひろば①
日時　11月９日㈭
　　　午前10時30分～ 11時30分

食育体験事業

　育て支援センターからの
　お知らせ
子

☎（４２）２８５２

にこ♡にこ身体計測
とお誕生会

にこ♡にこひろば

内容　「おいもクッキング」
　�　にこにこ農園で収穫したさ

つまいもを使って、親子クッ
キ ン グ！！ な に が で き る か
な？きっと特別な味がするの
では？

※�栄養士から「乳幼児の食生活
について」のお話もあります。
準�備物　着替えの服またはエプ

ロン、タオル、お茶、おしぼ
り

にこ♡にこひろば②
日時　11月14日㈫
　　　午前10時30分～ 11時30分
内容　「体を動かそう」
　�　親子で一緒にジャンプジャ

ンプ!ピョンピョン！トランポ
リンを使って体を動かしてみ
ませんか？すっごく楽しいで
すよ。

※�動きやすい服装で来てくださ
い。
準備物　お茶、タオル

にこ♡にこひろば③
日時　11月22日㈬
　　　午前10時30分～ 11時30分
内容　「キッズダンス」
　�　ダンスの講師をお迎えして、

キッズ（ベビー）のためのダ
ンスをします。どんなダンス
かな？親子で楽しみましょう
ね！！

※�動きやすい服装で来てくださ
い。
講師　岡山枝里先生
準�備物　お茶、タオル

保

▲食育チャレンジ隊「秋野菜を使っておやつ作り」（９月開催時の様子）
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

※江田島市教育委員会のホームページアドレス
　http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

島
か
ら
世
界
へ　

From
 the island to the w

orld

…

※江田島市教育委員会のホームページアドレス
　http://www.edc.etajima.hiroshima.jp/

広島県「基礎・基本」定着状況調査
対象：小学校5学年、中学校2学年
（平成29年６月13日実施）

江田島市の児童・生徒の学力調査結果について
全国学力・学習状況調査

対象：小学校6学年、中学校3学年
（平成29年４月18日実施）

　小学校・中学校ともに、すべての教科で県平均
を上回っています。また、小学校はすべての教科、
中学校は国語・数学・英語の平均通過率が60％
を超えており、これらの教科の基礎的・基本的な
学習内容は、おおむね定着していると考えられま
す。

　小学校国語・算数は、全国平均を上回っていま
す。中学校国語は、全国平均を上回っていますが、
数学Aは1.6ポイント、数学Bは0.1ポイント下回
っています。
　全体として、小学校・中学校ともに全国平均ま
たは全国平均以上の学力がついています。

平
成
29
年
度
生
涯
学
習

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
野
村
忠
宏
さ
ん
を
お
迎
え

し
、「
折
れ
な
い
心
」
と
題
し
て
、

生
涯
学
習
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

講�

師　
野
村
忠
宏
さ
ん
（
ア
ト
ラ

ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
五

輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

日
時　
11
月
19
日
㈰
午
後
１
時
～

　
２
時
30
分

場�

所　
国
立
江
田
島
青
少
年
交
流

の
家
３
階
講
堂
（
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
江
田
島
２
０
１
７
会
場
：

江
田
島
町
津
久
茂
）

演
題　
「
折
れ
な
い
心
」

参
加
費　
無
料 

そ
の
他　
手
話
通
訳
が
有
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎
（
４
０
）
３
０
３
７

▶
講
師
の
野
村
忠
宏
さ
ん

【今後に向けて】
　身につけた知識や技能などを実社会や実生活の様々な場面に活用する力を育成します。
　また、自分の考えを表現させる学習活動を、今後も積極的に取り入れていきます。
　各学校では、誤答の分析などを十分行い、指導方法の改善計画を立て、継続して指導・改善を行い、
児童生徒の学力向上に取り組みます。

※なお、この調査は学力の一部分をはかるものであり、学力の全てをはかるものではありません。

平
成
29
年
度
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

　
古
鷹
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
で
、
今
年
で
設
立
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
付
い
た
長
年
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
文
部
科

学
大
臣
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受賞した古鷹スポーツ少年団
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館民公 の催し案内
学びの館　市民ギャラリー　　　月11※記載がない場合、開催場所は各館

※電話で各公民館に申し込んでください

■江田島公民館☎（４２）００１５
▶催しその１
クリスマスリース作り講座
内�容　クリスマスに向け、リース作

りに挑戦しませんか。
日�時　11月16日㈭午後１時～３時
講師　林田優子さん 
対�象　どなたでも参加できます。
　※小学生以下は保護者同伴
準備物　はさみ
材料費　１, ５００円
定員　10人
申込期限　11月10日㈮

▶催しその２
アップルパイ作り講座
内�容　アップルパイ作りに挑戦しま

せんか。初心者でも先生が丁寧に教
えてくれます。

日�時　11月22日㈬午前９時30分～
午後１時
講師　久保文子さん 
対�象�　どなたでも参加できます。
準備物　エプロン
参�加費　８００円
定員　８人
申込期限　11月15日㈬

■中町公民館　☎（４５）５１２３
▶催しその１
美を楽しむ③
内�容　ＭＯＡ美術館所蔵、初期風俗

画の傑作 ｢湯女図｣ を鑑賞します。
お抹茶を飲みながらゆったりとし
た時間を楽しみませんか。
日�時　11月25日㈯午後１時～４時
講�師　河野義春さん（ＭＯＡ美術文

化インストラクター） 
対�象　どなたでも参加できます。
参�加費　無料（お抹茶を飲まれる方

は別途３００円必要）
　�※定員30人になり次第お抹茶は

終了します。

▶催しその２
クリスマスリース作り教室
内�容　クリスマスリースは福を招き、

魔除け効果もあると言われていま

す。危険な道具を使わないので、
親子での参加もできます。一緒に
楽しい時間を過ごしましょう。

日時　12月１日㈮午後１時～３時
講師　林田優子さん 
対�象　どなたでも参加できます。　

※小学生以下は保護者同伴
参加費　１, ５００円
定員　10人
申込期限　11月24日㈮

■沖美公民館　☎（４７）１０００
▶催しその１
フラダンス体験教室
内�容　年齢を問わず誰でも気軽に参

加できるフラダンスを体験してみま
せんか。
日�時　11月25日、12月16日の各㈯午

後１時30分～３時30分
場所　沖美ふれあいセンター
講師　湯浅みどりさん 
対�象　年齢制限なし。ただし小中学

生は保護者の同意が必要。
準�備物　運動のできる服装 
参加費　無料
定員　20人
申�込期限　開催日の一週間前まで

▶催しその２
オリーブオイル講座
内�容　オリーブオイルを使った、食

べるドレッシングを作ります。オ
リーブとオリーブオイルについての
健康効果を学べるミニ講座も開催。

日�時　11月25日(土)午後２時～４時
場所　沖美ふれあいセンター

講�師　西村京子さん、峰尾亮平さん
（地域おこし協力隊） 
参加費　５００円
定員　20人
申�込期限　11月20日㈪

■大柿公民館　☎（５７）３００９
▶催しその１
音楽広場～はじめてのウクレレ～
内�容　楽器の扱い方や指使いなど、

基本から学べる初心者向け講座で
す。楽器は用意していますので、
ご気軽にご参加ください。
日�時　11月10日・24日・12月８日・

22日の各㈮午後２時～３時30分
講�師　高杉庄次さん・高岡和彦さん・

沖原悦郎さん
受講料　６００円（４回分）
申込期限　11月９日㈭

▶催しその２
自動体外式除細動機（ＡＥＤ）講習会
内�容　市内公民館への設置に伴い講

習会を行います。いざという時の
ために使用方法を身につけましょ
う。
日�時　11月15日㈬午後１時30分～３時
講師　江田島消防署救急係
申込期限　11月10日㈮

▶催しその３
ハンドメイド講座～ノット編みでプ
ラかご作り～
内�容　ノット編みのＰＰバンドは、

水にぬれても大丈夫。カラフルで
可愛いバスケットをつくりましょ
う。
日時　11月24日㈮午前９時30分～
講師　畠岡京子さん
準備物　ラジオペンチ、はさみ
材料費　６００円
申込期限　11月10日㈮

　　　　　　　　赫
かく
陽
よう
会
かい
展

　35年の歴史を持つ絵画サークル「赫
かく

陽
よう

会
かい

」
による、油彩画、日本画、水墨画の作品展です。
実力派揃いの会員による、質の高い作品をご
覧いただけます。人物・風景・静物など個性
溢れる作品をお楽しみください。
　今回は展示期間が短いので、お見逃しのな
いようご来場ください。　
期間　11月16日㈭～ 12月４日㈪
※�開館時間は午前９時30分～午後４時30分

(火・祝除く)・入場無料

◆　市美展巡回展開催　◆
11月10日㈮～ 12日㈰
子どもから大人まで様々な世
代の入賞作品を展示します。



30広報えたじま　平成29年11月

年金
だより

火災・救急・救助は１１９番

消防つうしん
●消防本部・消防署
　☎（４０）０１１９㈹
●能美出張所
　☎（４５）４７３９

火災などのお問い合わせは☎（４２）３１１９へ ※かっこ内は平成29年１月
からの累計

平成29年９月１日～30日
火災・救急件数
火　災 2件(13件)
救　急 117件(1,173件)

年金
だより問 市民生活課 ☎（４３）１６３４・広島南年金事務所 ☎０８２（２５３）７７１０

　
こ
ん
な
と
き
に
は
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・�

将
来
受
け
取
る
年
金
見
込
額
が
知

り
た
い
。

・
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
し
た
い
。

・�

ね
ん
き
ん
定
期
便
や
年
金
振
込
通

知
書
な
ど
の
通
知
が
見
た
い
。

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
を
使
い
た
い
。

・�

保
険
料
の
支
払
い
漏
れ
や
届
け
出

漏
れ
は
な
い
か
な
・
・
・
？

・�

日
本
年
金
機
構
へ
の
届
書
を
簡
単

に
作
成
し
た
い
。

　
ご
利
用
に
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
年
金
番

号
」
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

�

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

※�

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
、
０
３
（
６
７
０

０
）
１
１
４
４
へ
。

受
付
時
間

　
㈪
～
㈮　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
第
２
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

㈰
、
㈷
、
㈯
（
第
２
を
除
く
）、

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
一
人

一
人
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
す
日
」
と
し
て
、
平

成
26
年
度
か
ら
毎
年
11
月
30
日
（
い

い
み
ら
い
）
を
「
年
金
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
こ
れ
ま

で
の
年
金
記
録
と
こ
れ
か
ら
の
年
金

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
毎
年
1
回
誕
生
月
に
国
民
年
金
お

よ
び
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
（
被

保
険
者
）
に
年
金
加
入
記
録
を
ご
確

認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
年
金
制
度

に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　　
こ
れ
ま
で
の
年
金
記
録
や
将
来
受

け
取
る
年
金
の
見
込
額
な
ど
、
ご
自

身
の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

消
防
救
急
出
前
講
座
を
実
施

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
敬
老

防
火
訪
問

　
幼
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち
９

人
が
、
江
田
島
消
防
署
で
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
訓
練
お
よ
び

子
ど
も
の
急
病
対
応
に
つ
い
て
署
員

か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い

訓
練
で
は
、
自
分
の
子
ど
も
が
急
変

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
も

多
く
あ
り
、
感
心
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
随
時
、
車
両

見
学
や
救
急
指
導
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
９
月
25
日
㈪
、
防
火
安
全
と
高
齢

者
と
の
触
れ
合
い
の
た
め
、
青
木
病

院
と
海
の
ガ
ー
デ
ン
に
、
江
田
島
保

育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
14
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
や
踊
り
を
見

て
も
ら
っ
た
後
に
、
肩
た
た
き
で
一

人
一
人
触
れ
合
い
ま
し
た
。　

　

園
児
た
ち
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
い
て
ね
」
と
花
束
や
手
作
り
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
と
は

▶�

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い

訓
練
の
様
子

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
は

▶�

高
齢
者
に
歌
を
披
露
す
る
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員

「年金の日」のお知らせ
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男性 女性 計 世帯数
江田島 4,337 4,315 8,652 4,738
能　美 2,500 2,730 5,230 2,598
沖　美 1,635 1,618 3,253 1,796
大　柿 3,384 3,654 7,038 3,589
全　体
(前月比)

11,856
（△16）

12,317
（△10）

24,173
（△26）

12,721
（△6）

人口と世帯数（外国人市民を含む）
平成29年９月30日現在

11 月の相談
■心配ごと相談（午後１時～３時30分）
　　　　　　問市社会福祉協議会　☎（４０）２501
７ 日㈫　農村環境改善センター
14日㈫　大柿公民館
21日㈫　三高会館
28日㈫　江田島公民館
■無料法律相談会（午後１時～４時）
　　　　　　問市社会福祉協議会　☎（４０）２501
11日㈯　能美保健センター
※詳しくは、22ページをご覧ください。
■法律相談（午前10時～午後３時）
　　　　　　問総務課　☎（４３）１１１１
20日㈪　中町公民館
※詳しくは、22ページをご覧ください。

問保健医療課　☎（４３）１６３９

※日程は変更することがあります。11月の当番医

３日㈷芸南クリニック（大柿町柿浦）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）3705

５日㈰大井（征）医院（大柿町大原）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）6500

12日㈰島の病院おおたに（能美町中町）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（45）0303

19日㈰
梶川医院（沖美町岡大王）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（48）0201

吉田病院（江田島町津久茂）
診療時間：午前９時～午後５時 ☎（42）1100

23日㈷長尾医院（沖美町三吉）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（47）0204

26日㈰大君浜井病院（大柿町大君）
診療時間：午前10時～午後５時 ☎（57）5678

※�子どもさんの診療については、事前に医療機関へ電話で
お問い合わせください。なお、症状によっては、呉医師
会休日急患センターなどを紹介する場合があります。

市税などの納期限￥ 11月30日㈭

　税などは、期限内に納めましょう。ゆめタウン江田島内
の市民サービスセンターでは、土曜日・日曜日・祝日でも
納付できます。

固定資産税
（４期）

問税務課
　　　　　☎（４３）１６３６

国民健康保険税
（５期）

問税務課
　　　　　☎（４３）１６３６

後期高齢者医療保険料
（５期）

問保健医療課
　　　　　☎（４３）１６３９

介護保険料
（５期）

問高齢介護課
　　　　　☎（４３）１６５１

下水道受益者負担金
（３期）

問下水道課
　　　　　☎（４２）３９１１

保育料
（11月分）

問子育て支援センター
　　　　　☎（４２）２８５２

住宅使用料
（11月分）

問都市整備課
　　　　　☎（４３）１６４７

おめでとうございます

すこやか （地区別50音順・敬称略）
９月16日～10月15日届け出分

「すこやか」は、生まれたお子さまについて掲載依頼書を提出された場合に
掲載しています。掲載希望の場合は、秘書広報室へご連絡ください。
江田島町
森
もり

岡
おか

　來
らい

叶
と

（江南・９月19日）
能美町
山
やま

口
ぐち

　萌
も

椛
か

（中町・９月30日）
大柿町
阿
あ

佐
さ

尾
お

秋
しゅう

哉
や

（大原・９月11日）
沖美町
後
ご

藤
とう

弦
げん

一
いち

朗
ろう

（是長・10月3日）

ありがとうございました

寄附 （50音順・敬称略）

ふるさと寄附金として
朝山　真哉（兵庫県姫路市）五十嵐美和（高知県室戸市）
今井　友宏（東京都江戸川区）浦野　美晴（千葉県市川市）
尾花　幸治（新潟県五泉市）小手川直史（長野県松本市）
小林　優一（愛知県蒲郡市）田原千恵美（岡山県岡山市）
徳澤　昭生（呉市）　　　　豊田　洋明（東京都品川区）
中村　哲也（長野県長野市）沼口このみ（東京都新宿区）
林　　浩一（福岡県福岡市）松本　　彰（岡山県岡山市）
山口　　茂（群馬県伊勢崎市）山下圭一郎（兵庫県宝塚市）

ご冥福をお祈りします

おくやみ （地区別50音順・敬称略）
「おくやみ」は、亡くなられた方を掲載しています。このコーナーへの
掲載を希望されない場合は、秘書広報室へご連絡ください。

９月１日～30日届け出分

江田島町
石田　一宏（切串・75歳）	 奥本セツコ（幸ノ浦・91歳）
木戸キクエ（切串・96歳）	 小石　元子（小用・68歳）
小栗ワカノ（宮ノ原・92歳）	 兒玉　孝子（鷲部・88歳）
小柳　英雄（宮ノ原・69歳）	 下野　和士（切串・75歳）
橋岡　義照（鷲部・88歳）	 橋本　和子（小用・86歳）
森野サワエ（切串・91歳）	 森原　淳子（津久茂・83歳）
山崎タミヱ（切串・94歳）	 脇田ヨシエ（宮ノ原・92歳）
能美町
尾崎美智子（鹿川・88歳）	 片本　　明（中町・84歳）
新宮　末人（中町・87歳）	 山本ミチ子（中町・92歳）
柚原　徹也（鹿川・85歳）
沖美町
上野以久代（畑・85歳）	 川上スヱコ（岡大王・103 歳）
小松　義治（三吉・96歳）	 墨笠　敏子（是長・89歳）
野村　和美（三吉・82歳）	 花田ミツエ（岡大王・92歳）
原田　一磨（三吉・88歳）
大柿町
岩田ヌイ子（飛渡瀬・89歳）	 沖　コユキ（小古江・98歳）
川本　秀男（大原・73歳）	 住田　久子（大原・96歳）
平本　　勇（柿浦・82歳）
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ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆毎月の定例会
◆県子ども会連合会主催の研修会や中・四国大会への参加
◆ジュニアリーダー研修会の開催
◆子ども会リーダー研修会や平和学習会での企画・運営
◆地域行事への協力

主
な
活
動

　定例会での意見交換や、
関係機関との交流、リー
ダー研修などへ積極的に参
加し、様々な体験を通して
学んでいます。

　行事に参加する小学生たちが楽しく
学べるように、さまざまな工夫を凝ら
し、企画・運営を行っています。

　ジュニアリーダーズクラブの活動
が、この小さな島から子どもたちや
地域の皆さんの笑顔が溢れだすきっ
かけになれば良いなと思い、がん
ばっています！

問い合わせ先　事務局長 濱口 ☎090（9417）1836 ／ 生涯学習課 ☎（40）3037

中学１年生から高校３年生までの24人が、地域ボ
ランティアとして、子ども会

や地域行事の運営協力を行っています。

‘若い力’という最大の特色を活かし、さまざまな
活動に取り組んでいます！

　９月24日㈰、江田島
公民館で行われた映画

「この世界の片隅に」上
映会。6月に呉市から
始まり、16会場32回目
の上映で、来場者１万
人を達成しました。（写
真左下）右から明

あ き

岳
お か

市
長、１万人目となった
志水啓二さん、ツユ子
さんご夫妻（江田島
町中央）、「この世界の
片隅に」企画プロデューサー丸山正雄さん
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石
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さ
ん
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ん　

※
出
演
者

は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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分
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配
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※
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月
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日
か
ら

全
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回
予
定

●ぽるぽるＬＩＶＥホームページ　http://mv.home-tv.co.jp/live/index.php
●ぽるぽる動画ホームページ　http://mv.home-tv.co.jp/index.php

石田千穂さん 石田みなみさん 今村美月さん

ⒸSTU


